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(57)【要約】
セルにおける干渉を管理するため、および／または改善
するためのシステムおよび方法が、提供され得る。例え
ば、部分帯域オールモーストブランクサブフレーム（Ｐ
Ｂ－ＡＢＳ）サブフレーム、および／または空間的オー
ルモーストブランクサブフレーム（ＳＡＢＳ）が、より
小さいセルおよびより大きいセル（例えば、ピコセルま
たはマクロセル）を有するネットワークにおける通信を
調整するためにもたらされ、さらに／または使用される
ことが可能である。例えば、ＰＢ－ＡＢＳが、ピコセル
動作もしくはピコセル伝送のために確保された領域およ
び／もしくは特定のリソース（例えば、リソースブロッ
ク）、およびマクロセル動作もしくはマクロセル伝送に
利用可能な領域もしくは他のリソース（例えば、ピコセ
ル動作のために確保されたものではない）を定義するの
に使用され得る次元（例えば、周波数）をもたらすこと
が可能である。さらに、ビームパラメータ（例えば、セ
ル分割に関連する）に基づいて、ＳＡＢＳが、特定の空
間的方向の伝送を防止するのに使用され得るさらなる次
元（例えば、空間的な）をもたらすことが可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　異なるセル間の干渉を管理するための方法であって、
　より小さいセル動作のために確保された領域と、より大きいセル動作に利用可能な領域
とを備えるサブフレームを受信するステップと、
　前記より小さいセル動作のために確保された前記領域の割り当ての指示を受信するステ
ップと、
　前記指示に基づいて前記サブフレームを処理するステップとを備えることを特徴とする
方法。
【請求項２】
　より小さいセル動作のために確保された前記領域は、１または複数のオールモーストブ
ランクリソースブロックを備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記指示は、ビットマップを備え、前記ビットマップの各ビットは、少なくとも前記１
つのリソースブロックを表し、さらに前記オールモーストリソースブロックのうちの少な
くとも１つは、前記ビットマップの中の以下、すなわち、物理的リソースブロックのセッ
ト、仮想リソースブロックのセット、またはリソースブロック割り当てのうちの少なくと
も１つによって定義されることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記サブフレームは、以下、すなわち、部分的空白のオールモーストブランクサブフレ
ームまたは空間的オールモーストブランクサブフレームのうちの少なくともいずれかであ
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記指示に基づいて前記サブフレームを処理するステップは、
　前記指示に含められた前記割り当てに基づいて、前記より小さいセル動作のために確保
された前記領域内のより小さいセルのユーザ機器（ＵＥ）のために確保された送信に関す
る１つもしくは複数のオールモーストリソースブロック、または１つもしくは複数の領域
パラメータを特定するステップと、
　前記より小さいセル動作のために確保された前記領域内の前記特定されたオールモース
トリソースブロックのうちの１または複数を使用して、または前記より小さいセル動作の
ために確保された前記領域の前記特定された領域パラメータのうちの１または複数と合致
するように、前記１または複数のより小さいセルＵＥに信号を送信するステップと、
　より大きいセル動作に利用可能な前記領域内で、または前記より小さいセルＵＥに対す
る送信のために特定されていない前記より小さいセル動作のために確保された前記領域内
の前記オールモーストリソースブロックのうちの１または複数を使用して、１または複数
のより大きいセルＵＥに信号を送信するステップとを備えることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項６】
　前記より小さいセル動作のために確保された前記領域内の前記送信は、以下、すなわち
、ミュートされたモードまたは低減された電力（ＲＰ）のモードの少なくともいずれかで
あることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記割り当ての前記指示は、前記より小さいセル動作のために確保された前記領域のた
めの時間パターンもしくは時間領域、および周波数パターンもしくは周波数領域を備える
ことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記割り当ての前記指示は、前記より小さいセル動作のために確保された前記領域のた
めの時間パターンもしくは時間領域、および周波数パターンもしくは周波数領域を備える
ことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項９】
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　前記オールモースリソースブロックのうちの１または複数の上で、または前記パラメー
タのうちの１または複数と合致するように、前記より小さいセル動作のために確保された
前記領域内の帯域に対して１または複数の測定を行うステップをさらに備えることを特徴
とする請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　１または複数のパラメータに基づいてセルを１または複数のサブセルに分割し、
　前記分割されたセルまたはサブセルに関連するセル特有の基準信号を生成し、
　前記セル特有の基準信号に基づいて、前記サブセルのうちの１または複数における１ま
たは複数のワイヤレス送信／受信ユニット（ＷＴＲＵ）と通信する
ように構成されたアンテナシステムを備えることを特徴とする基地局。
【請求項１１】
　前記パラメータのうちの前記１または複数は、放射関連のパラメータを備えることを特
徴とする請求項１０に記載の基地局。
【請求項１２】
　前記放射関連のパラメータは、以下、すなわち、仰角、方位角、ビーム幅、または偏波
のうちの１または複数を含むことを特徴とする請求項１１に記載の基地局。
【請求項１３】
　前記パラメータのうちの前記１または複数は、以下、すなわち、傾斜角度、ビーム幅、
無効化方向、またはビーム送信電力のうちの少なくとも１つを備えることを特徴とする請
求項１０に記載の基地局。
【請求項１４】
　前記アンテナシステムは、インターフェースを介して前記ネットワークにおける別の基
地局に前記パラメータのうちの１または複数を送信するようにさらに構成されることを特
徴とする請求項１０に記載の基地局。
【請求項１５】
　前記分割されたセルにおける前記サブセルのそれぞれは、物理的セルＩＤまたは基準信
号の少なくともいずれかを含む同一のセットの送信パラメータに基づいて動作し、さらに
前記サブセルのうちの１または複数の間の区別は、それに関連する放射されたビームの特
定に基づくことを特徴とする請求項１０に記載の基地局。
【請求項１６】
　前記アンテナシステムは、サブセルに関連する１または複数のリソースを、前記サブセ
ルが、前記サブセルのビーム縁端にある前記ＷＴＲＵのうちの１または複数に関して他の
サブセルに対する干渉を生じさせる場合に、分割するようにさらに構成されることを特徴
とする請求項１０に記載の基地局。
【請求項１７】
　前記リソースのうちの１または複数は、サブセルに関連するビームを空白化することに
よって分割されることを特徴とする請求項１６に記載の基地局。
【請求項１８】
　前記アンテナシステムは、空間的オールモーストブランクサブフレームによって定義さ
れた空白期間にわたって前記ビームを特定の空間的方向から逸らすようにステアリングす
ることによって、前記ビームを空白化するように構成されることを特徴とする請求項１７
に記載の基地局。
【請求項１９】
　情報または信号を受信するように構成された受信機と、
　情報または信号を送信するように構成された送信機と、
　　前記受信機によって受信されたセル特有の基準信号を処理し、
　　前記セル特有の基準信号に基づいて、基地局のサブセルを、それとの通信のために選
択し、
　　前記選択されたサブセルの空白化されたビームに関連する空間的オールモーストブラ
ンクサブフレームに対して測定を行い、さらに
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　　前記測定を、前記送信機を使用して送信する
　ように構成されたプロセッサとを備えることを特徴とするワイヤレス送受信ユニット（
ＷＴＲＵ）。
【請求項２０】
　前記測定は、以下の、無線リンク監視（ＲＬＭ）測定、基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）
測定、またはチャネル状態情報（ＣＳＩ）測定のうちの少なくとも１つを備えることを特
徴とする請求項１９に記載のＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、セル間の干渉を管理または改善することに関する。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照により内容が本明細書に組み込まれている、２０１２年１月２７日に出
願した米国仮特許出願第６１／５９１，６０５号明細書、および２０１２年５月３０日に
出願した米国仮特許出願第６１／６５３，１７６号明細書の利益を主張するものである。
【０００３】
　地球規模のモバイルデータトラフィックは、２００８年以来、毎年、増加してきており
、ますます多くのユーザが、モバイルネットワークを使用するモバイルデバイスを購入す
る、または入手するにつれ、増加しつづけるものと予想されている。この成長に対応する
のに、ネットワーク、およびそれらの事業者は、さらなるスペクトルを使用する必要があ
る可能性があり、さらに／または使用する可能性がある。しかし、スペクトルは、有限で
、希少で、高価である。さらに、現在のマクロベースのネットワーク展開および／または
スモールセルネットワーク展開（例えば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）展開
またはＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）展開）は、不十分である可能性があり、非効
率である可能性があり、さらに／または所望されるパフォーマンスをもたらさない可能性
がある。例えば、マクロベースのネットワーク展開、および／またはスモールベースのネ
ットワーク展開において、現行のオールモーストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）技法が
、マクロセルおよびピコセルの干渉のない動作のために時分割多重化（ＴＤＭ）フレーム
ワークを作成するのに使用され得る。現行のＡＢＳ技法は、マクロセルおよびピコセルの
平均セルスループットを向上させるが、そのようなＡＢＳ技法は、マクロＵＥの平均スル
ープットを低下させる可能性がある（例えば、ピコセルのためにＡＢＳサブフレームにお
けるマクロセル動作からリソースが奪われる可能性がある事例が存在し得る）。さらに、
マクロベースのネットワーク展開および／またはスモールベースのネットワーク展開にお
いて、それらに関連するセルの干渉条件、バックホール、および／または動作が、展開費
用、出費、容量、効率などを制御するように管理される必要があり得る。
【発明の概要】
【０００４】
　セル（例えば、ピコセルを含む、より小さいセル、およびマクロセルを含む、より大き
いセルなどの異なるセル）間の干渉を管理するため、および／または改善するためのシス
テムおよび方法が、提供され得る。例えば、部分帯域オールモーストブランクサブフレー
ム（ＰＢ－ＡＢＳ）サブフレームが、受信され、さらに／または特定されることが可能で
ある（例えば、基地局、ＵＥ、および／またはセルによって）。ＰＢ－ＡＢＳは、より小
さいセル動作のために確保された領域と、より大きいセル（例えば、マクロセル）の動作
に利用可能な領域とを含み得る。ＰＢ－ＡＢＳサブフレーム内のリソースブロック（例え
ば、オールモーストリソースブロック）がどのように、より小さいセル動作、および／ま
たはより大きいセル動作に割り当てられることが可能であるかの指示が、受信されること
が可能である。実施形態において、この指示は、各ビットがＰＢ－ＡＢＳ領域に関連付け
られたリソースブロックもしくはリソースブロックのセット、および／またはパラメータ
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を表すことが可能なビットマップを含み得る。それに基づいて伝送が、より小さいセルＵ
Ｅ、および／またはより大きいセルＵＥに供給され得るように（例えば、信号が伝送され
得る）示されたリソース割り当てに基づくＰＢ－ＡＢＳサブフレーム。
【０００５】
　さらに、セル分割のためのシステム（例えば、基地局および／またはユーザ機器（ＵＥ
））および／または方法が提供され得る（例えば、システムの干渉および他の特性を管理
し、さらに／または改善するように）。例えば、基地局が、仰角、方位角、ビーム幅など
の放射関連のパラメータ、および／または傾斜角、ビーム幅、無効化方向（ｎｕｌｌｉｎ
ｇ　ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ）、またはビーム送信電力などのさらなるパラメータを含む１ま
たは複数のパラメータに基づいて、セルを１または複数のサブセルに分割することが可能
である。また、基地局は、分割されたセル、およびサブセルに関連付けられたセル特有の
基準シンボルを生成して、基地局が、それらのセル特有の基準シンボルに基づいて、その
セルの関連付けられたサブセル内のＵＥと通信することができるようにする。さらに、基
地局は、サブセルに関連付けられた１または複数のリソースを分割することが可能である
（例えば、サブセルが、ビーム縁端におけるＵＥに関して、セルから分割された他のサブ
セルに干渉をもたらし得る場合に）。それらのリソースは、ビームを空白化すること（ｂ
ｌａｎｋｉｎｇ）によって分割されることが可能である（例えば、ビームブランキング）
。一実施形態において、ビームは、空間的オールモーストブランクサブフレーム（ｓｐａ
ｔｉａｌ　ａｌｍｏｓｔ　ｂｌａｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）などのサブフレームによって
規定され得る特定の期間（例えば、ブランク期間）に関して特定の空間方向からビームを
逸らすことによって空白化され得る。）
【図面の簡単な説明】
【０００６】
　より詳細な理解は、添付の図面に関連して例として与えられる、詳細な説明から得るこ
とができる。
【図１Ａ】開示される１または複数の実施形態が実施され得る例示的な通信システムを示
す図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る例示的なワイヤレス送信／受
信ユニット（ＷＴＲＵ）を示すシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る例示的な無線アクセスネット
ワークおよび例示的なコアネットワークを示すシステム図である。
【図１Ｄ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る別の例示的な無線アクセスネ
ットワークおよび例示的なコアネットワークを示すシステム図である。
【図１Ｅ】図１Ａに示される通信システム内で使用され得る別の例示的な無線アクセスネ
ットワークおよび例示的なコアネットワークを示すシステム図である。
【図２】オールモーストブランクサブフレーム（ＡＢＳ）機構の例示的な動作を示す図で
ある。
【図３】非マルチキャスト－ブロードキャスト単一周波数ネットワーク（非ＭＢＳＦＮ）
構成における例示的な部分帯域（ＰＢ）ＡＢＳサブフレームを示す図である。
【図４】マルチキャスト－ブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）構成
における例示的なＰＢ－ＡＢＳサブフレームを示す図である。
【図５】物理セルＩＤ（ＰＣＩ）による例示的なＰＢ－ＡＢＳリソース割り当てを示す図
である。
【図６】垂直ビーム形成によるセル分割の例示的な実施形態を示す図である。
【図７】水平ビーム形成によるセル分割の例示的な実施形態を示す図である。
【図８】垂直ビーム形成に関連付けられた一様でないサブセルトポロジの例示的な実施形
態を示す図である。
【図９】一様でないセル分割の例示的な実施形態を示す図である。
【図１０】水平ビーム形成に関連付けられた一様なサブセル分割の例示的な実施形態を示
す図である。
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【図１１】垂直ビーム形成および水平ビーム形成によって分割され得るセルの例示的な実
施形態を示す図である。
【図１２】ＵＥ固有のサブセル分割の例示的な実施形態を示す図である。
【図１３】セクタ化され得るピコセルなどのセルの例示的な実施形態を示す図である。
【図１４】異なるビームによってさらに分割され得るピコセルなどのセクタ化されたセル
の例示的な実施形態を示す図である。
【図１５】ピコセルなどの垂直に分割されたセルの例示的な実施形態を示す図である。
【図１６】調整された傾斜制御の例示的な実施形態を示す図である。
【図１７】調整されたビーム幅制御の例示的な実施形態を示す図である。
【図１８】調整された無効化位置付けの例示的な実施形態を示す図である。
【図１９】ＳＡＢＳのアプリケーションの例示的な実施形態を示す図である。
【図２０】システムにおいて垂直ビーム形成を使用するＳＡＢＳの例示的な実施形態を示
す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　次に、例示的な実施形態の詳細な説明を、様々な図を参照して述べる。この説明は、可
能な実施例の詳細な例を与えるが、それらの詳細は、例示的であることが意図され、適用
の範囲を限定するものではないことに留意されたい。
【０００８】
　図１Ａは、開示される１または複数の実施形態が実施され得る例示的な通信システム１
００の図を示す。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、ブロ
ードキャストなどのコンテンツを複数のワイヤレスユーザに供給する複数のアクセスシス
テムであり得る。通信システム１００は、複数のワイヤレスユーザが、ワイヤレス帯域幅
を含むシステムリソースの共有を介してそのようなコンテンツにアクセスすることを可能
にすることができる。例えば、通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤ
ＭＡ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などの１または複数のチャネルア
クセス方法を使用することが可能である。
【０００９】
　図１Ａに示されるとおり、通信システム１００は、ワイヤレス送信／受信ユニット（Ｗ
ＴＲＵ）１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および／または１０２ｄ（全体的に、またはひ
とまとめにしてＷＴＲＵ１０２と呼ばれ得る）、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１
０３／１０４／１０５、コアネットワーク１０６／１０７／１０９、公衆交換電話網（Ｐ
ＳＴＮ）１０８、インターネット１１０、およびその他のネットワーク１１２を含むこと
が可能であり、ただし、開示される実施形態は、任意の数のＷＴＲＵ、基地局、ネットワ
ーク、および／またはネットワーク要素を企図することが認識されよう。ＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および／または１０２ｄのそれぞれは、ワイヤレス環境におい
て動作し、さらに／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスであり得る
。例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および／または１０２ｄは、ワイ
ヤレス信号を送信するように、さらに／または受信するように構成されることが可能であ
り、さらにユーザ機器（ＵＥ）、移動局、固定加入者ユニットもしくはモバイル加入者ユ
ニット、ポケットベル、セルラ電話機、携帯情報端末（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラッ
プトップ、ノートブック、パーソナルコンピュータ、ワイヤレスセンサ、家庭用電子機器
などを含み得る。
【００１０】
　また、通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含むことも可能
である。基地局１１４ａ、１１４ｂのそれぞれは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃ、および／または１０２ｄのうちの少なくとも１つとワイヤレスでインターフェースを
とって、コアネットワーク１０６／１０７／１０９、インターネット１１０、および／ま
たはネットワーク１１２などの１または複数の通信ネットワークに対するアクセスを円滑
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にするように構成された任意のタイプのデバイスであり得る。例として、基地局１１４ａ
および／または１１４ｂは、基地局トランシーバ（ＢＴＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ、ホ
ームノードＢ、ホームｅノードＢ、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、ワ
イヤレスルータなどであり得る。基地局１１４ａ、１１４ｂはそれぞれ、単一の要素とし
て示されるが、基地局１１４ａ、１１４ｂは、任意の数の互いに接続された基地局および
／またはネットワーク要素を含み得ることが認識されよう。
【００１１】
　基地局１１４ａは、他の基地局、ならびに／または基地局コントローラ（ＢＳＣ）、無
線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）、中継ノードなどの他のネットワーク要素（図示
せず）を含むことも可能なＲＡＮ１０３／１０４／１０５の一部であり得る。基地局１１
４ａおよび／または基地局１１４ｂは、セル（図示せず）と呼ばれ得る特定の地理的区域
内でワイヤレス信号を送信するように、さらに／または受信するように構成され得る。セ
ルは、セルセクタにさらに分割され得る。例えば、基地局１１４ａに関連するセルが、３
つのセクタに分割されることが可能である。このため、一実施形態において、基地局１１
４ａは、３つの、すなわち、セルの各セクタにつき１つのトランシーバを含み得る。別の
実施形態において、基地局１１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭＯ）技術を使用することが
可能であり、したがって、セルの各セクタにつき複数のトランシーバを利用することが可
能である。
【００１２】
　基地局１１４ａおよび／または１１４ｂは、任意の適切なワイヤレス通信リンク（例え
ば、無線周波数（ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）
であり得る無線インターフェース１１５／１１６／１１７を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃ、および／または１０２ｄのうちの１または複数と通信することが可能
である。無線インターフェース１１５／１１６／１１７は、任意の適切な無線アクセス技
術（ＲＡＴ）を使用して確立され得る。
【００１３】
　より詳細には、前述したとおり、通信システム１００は、多元接続システムであること
が可能であり、さらにＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなど
の１または複数のチャネルアクセススキームを使用することが可能である。例えば、ＲＡ
Ｎ１０３／１０４／１０５における基地局１１４ａ、ならびにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、および／または１０２ｃが、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））を使用して
無線インターフェース１１５／１１６／１１７を確立することが可能なユニバーサルモバ
イルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）など
の無線技術を実施することが可能である。ＷＣＤＭＡは、高速パケットアクセス（ＨＳＰ
Ａ）および／または発展型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコルを含み得る。Ｈ
ＳＰＡは、高速ダウンリンクパケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）および／または高速アップ
リンクパケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含み得る。
【００１４】
　別の実施形態において、基地局１１４ａ、ならびにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、およ
び／または１０２ｃが、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥ
アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）を使用して無線インターフェース１１５／１１６／１１７を
確立することが可能な発展型ＵＭＴＳ地上無線アクセス（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術
を実施することが可能である。
【００１５】
　他の実施形態において、基地局１１４ａ、ならびにＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、およ
び／または１０２ｃが、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ワールドワイドインターオペ
ラビリティフォーマイクロウェイブアクセス（ＷｉＭＡＸ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤ
ＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００　ＥＶ－ＤＯ、暫定標準２０００（ＩＳ－２００
０）、暫定標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標準８５６（ＩＳ－８５６）、グローバルシス
テムフォーモバイルコミュニケーションズ（ＧＳＭ（登録商標））、エンハンストデータ
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レートフォーＧＳＭエボリューション（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ　ＥＤＧＥ（ＧＥＲＡＮ）な
どの無線技術を実施することが可能である。
【００１６】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば、ワイヤレスルータ、ホームノードＢ、ホームｅノ
ードＢ、またはアクセスポイントであることが可能であり、さらに事業所、自宅、車両、
キャンパスなどの局在化された区域内でワイヤレス接続を円滑にするための任意の適切な
ＲＡＴを利用することが可能である。一実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲ
Ｕ１０２ｃ、１０２ｄが、ＩＥＥＥ８０２．１１などの無線技術を実施して、ワイヤレス
ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立することが可能である。別の一実施形態
において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄが、ＩＥＥＥ８０２．１５
などの無線技術を実施して、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を確
立することが可能である。さらに別の実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ
１０２ｃ、１０２ｄが、セルラベースのＲＡＴ（例えば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００
、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用して、ピコセルまたはフェムトセルを確立す
ることが可能である。図１Ａに示されるとおり、基地局１１４ｂは、インターネット１１
０に対する直接接続を有することが可能である。このため、基地局１１４ｂは、コアネッ
トワーク１０６／１０７／１０９を介してインターネット１１０にアクセスすることを要
求されない可能性がある。
【００１７】
　ＲＡＮ１０３／１０４／１０５は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および／
または１０２ｄのうちの１または複数に音声サービス、データサービス、アプリケーショ
ンサービス、および／またはボイスオーバーインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）サー
ビスを提供するように構成された任意のタイプのネットワークであり得るコアネットワー
ク１０６／１０７／１０９と通信状態にあることが可能である。例えば、コアネットワー
ク１０６／１０７／１０９は、呼制御、料金請求サービス、モバイルロケーションベース
のサービス、プリペイド通話、インターネット接続、ビデオ配信などを提供することが可
能であり、さらに／またはユーザ認証などの高レベルのセキュリティ機能を実行すること
が可能である。図１Ａには示されないものの、ＲＡＮ１０３／１０４／１０５、および／
またはコアネットワーク１０６／１０７／１０９は、ＲＡＮ１０３／１０４／１０５と同
一のＲＡＴを使用する、または異なるＲＡＴを使用する他のＲＡＮと直接または間接の通
信状態にあり得ることが認識されよう。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用しているこ
とが可能なＲＡＮ１０３／１０４／１０５に接続されていることに加えて、コアネットワ
ーク１０６／１０７／１０９は、ＧＳＭ無線技術を使用する別のＲＡＮ（図示せず）と通
信状態にあることも可能である。
【００１８】
　コアネットワーク１０６／１０７／１０９は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
、および／または１０２ｄがＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または他
のネットワーク１１２にアクセスするゲートウェイの役割をすることも可能である。ＰＳ
ＴＮ１０８は、普通の従来の電話サービス（ＰＯＴＳ）をもたらす回線交換電話ネットワ
ークを含み得る。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイ
ートにおける伝送制御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）
、およびインターネットプロトコル（ＩＰ）などの一般的な通信プロトコルを使用する、
互いに接続されたコンピュータネットワークおよびコンピュータデバイスの地球規模のシ
ステムを含み得る。ネットワーク１１２は、他のサービスプロバイダによって所有され、
さらに／または運用される有線通信ネットワークまたはワイヤレス通信ネットワークを含
み得る。例えば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ１０３／１０４／１０５と同一のＲＡＴ
を使用することも、異なるＲＡＴを使用することも可能な１または複数のＲＡＮに接続さ
れた別のコアネットワークを含むことが可能である。
【００１９】
　通信システム１００におけるＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および／または
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１０２ｄのうちのいくつか、またはすべてが、マルチモード能力を含むことが可能であり
、すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、および／または１０２ｄは、異な
るワイヤレスリンクを介して異なるワイヤレスネットワークと通信するための複数のトラ
ンシーバを含むことが可能である。例えば、図１Ａに示されるＷＴＲＵ１０２ｃが、セル
ラベースの無線技術を使用することが可能な基地局１１４ａ、およびＩＥＥＥ８０２無線
技術を使用することが可能な基地局１１４ｂを相手に通信するように構成されることが可
能である。
【００２０】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図を示す。図１Ｂに示されるとおり、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８、トランシーバ１２０、送信／受信要素１２２、スピ
ーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、
非リムーバブルメモリ１３０、リムーバブルメモリ１３２、電源１３４、全地球測位シス
テム（ＧＰＳ）チップセット１３６、および他の周辺装置１３８を含み得る。ＷＴＲＵ１
０２は、実施形態と合致したままでありながら、前述の要素の任意の部分的組み合わせを
含み得ることが認識されよう。さらに、実施形態は、基地局１１４ａおよび１１４ｂ、な
らびに／または、とりわけ、基地局トランシーバ（ＢＴＳ）、ノードＢ、サイトコントロ
ーラ、アクセスポイント（ＡＰ）、ホームノードＢ、発展型ホームノードＢ（ｅノードＢ
）、ホーム発展型ノードＢ（ＨｅＮＢ）、ホーム発展型ノードＢゲートウェイ、およびプ
ロクシノードなどの、ただし、以上には限定されない基地局１１４ａおよび１１４ｂが代
表することが可能なノードが、図１Ｂに示され、さらに本明細書で説明される要素のうち
のいくつか、またはすべてを含み得ることを企図する。
【００２１】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、デジタル
シグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連する１ま
たは複数のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、他の任
意のタイプの集積回路（ＩＣ）、状態マシンなどであり得る。プロセッサ１１８は、ＷＴ
ＲＵ１０２がワイヤレス環境において動作することを可能にする信号符号化機能、データ
処理機能、電力制御機能、入出力処理機能、および／または他の任意の機能を実行するこ
とが可能である。プロセッサ１１８は、送信／受信要素１２２に結合されることが可能な
トランシーバ１２０に結合され得る。図１Ｂは、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０
を別々の構成要素として示すが、プロセッサ１１８とトランシーバ１２０は、電子パッケ
ージまたは電子チップの中に一緒に組み込まれてもよいことが認識されよう。
【００２２】
　送信／受信要素１２２は、無線インターフェース１１５／１１６／１１７を介して基地
局（例えば、基地局１１４ａ）に信号を送信するように、または基地局（例えば、基地局
１１４ａ）から信号を受信するように構成され得る。例えば、一実施形態において、送信
／受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信するように、さらに／または受信するように構成さ
れたアンテナであり得る。別の実施形態において、送信／受信要素１２２は、例えば、Ｉ
Ｒ信号、ＵＶ信号、または可視光信号を送信するように、さらに／または受信するように
構成されたエミッタ／検出器であることが可能である。さらに別の実施形態において、送
信／受信要素１２２は、ＲＦ信号と光信号の両方を送受信するように構成され得る。送信
／受信要素１２２は、ワイヤレス信号の任意の組み合わせを送信するように、さらに／ま
たは受信するように構成され得ることが認識されよう。
【００２３】
　さらに、送信／受信要素１２２は、図１Ｂに単一の要素として示されるものの、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、任意の数の送信／受信要素１２２を含み得る。より詳細には、ＷＴＲＵ１０
２は、ＭＩＭＯ技術を使用することが可能である。このため、一実施形態において、ＷＴ
ＲＵ１０２は、無線インターフェース１１５／１１６／１１７を介してワイヤレス信号を
送信するため、および受信するための２つ以上の送信／受信要素１２２（例えば、複数の
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アンテナ）を含むことが可能である。
【００２４】
　トランシーバ１２０は、送信／受信要素１２２によって送信されるべき信号を変調する
ように、さらに送信／受信要素１２２によって受信された信号を復調するように構成され
得る。前述したとおり、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード能力を有し得る。このため、ト
ランシーバ１２０は、ＷＴＲＵ１０２が、例えば、ＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１
などの複数のＲＡＴを介して通信することを可能にするための複数のトランシーバを含み
得る。
【００２５】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）ディスプレイユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユ
ニット）に結合されることが可能であり、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド
１２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）ディスプレイユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイユ
ニット）からユーザによって入力されたデータを受け取ることが可能である。また、プロ
セッサ１１８は、スピーカ／マイクロフォン１２４、キーパッド１２６、および／または
ディスプレイ／タッチパッド１２８にデータを出力することも可能である。さらに、プロ
セッサ１１８は、非リムーバブルメモリ１３０および／またはリムーバブルメモリ１３２
などの任意のタイプの適切なメモリからの情報にアクセスすることが可能であり、さらに
そのようなメモリの中にデータを格納することが可能である。非リムーバブルメモリ１３
０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ハードディ
スク、または他の任意のタイプのメモリストレージデバイスを含み得る。リムーバブルメ
モリ１３２は、加入者ＩＤモジュール（ＳＩＭ）カード、メモリスティック、セキュアデ
ジタル（ＳＤ）メモリカードなどを含み得る。他の実施形態において、プロセッサ１１８
は、サーバ上、またはホームコンピュータ（図示せず）上など、ＷＴＲＵ１０２上に物理
的に配置されていないメモリからの情報にアクセスすること、およびそのようなメモリの
中にデータを格納することが可能である。
【００２６】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることが可能であり、さらにＷＴＲ
Ｕ１０２におけるその他の構成要素に電力を供給するように、さらに／またはそれらの構
成要素に対する電力を制御するように構成されることが可能である。電源１３４は、ＷＴ
ＲＵ１０２に電力を供給するための任意の適切なデバイスであり得る。例えば、電源１３
４には、１または複数の乾電池（例えば、ニッケルカドミウム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜
鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、
太陽電池、燃料電池などが含まれ得る。
【００２７】
　プロセッサ１１８は、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（例えば、経度と
緯度）をもたらすように構成され得るＧＰＳチップセット１３６に結合されることも可能
である。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、またはそのような情報の代わり
に、ＷＴＲＵ１０２は、基地局（例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂ）から無線インター
フェース１１５／１１６／１１７を介して位置情報を受信してもよく、さらに／または近
くの２つ以上の基地局から受信されている信号のタイミングに基づいて、その位置を特定
してもよい。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と合致したままでありながら、任意の適切な位
置特定方法によって位置情報を獲得することが可能であることが認識されよう。
【００２８】
　プロセッサ１１８は、さらなるフィーチャ、さらなる機能、および／またはさらなる有
線接続もしくはワイヤレス接続をもたらす１または複数のソフトウェアモジュールおよび
／またはハードウェアモジュールを含み得る、他の周辺装置１３８にさらに結合されるこ
とが可能である。例えば、周辺装置１３８には、加速度計、電子コンパス、衛星トランシ
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ーバ、デジタルカメラ（写真またはビデオのための）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳ
Ｂ）ポート、振動デバイス、テレビトランシーバ、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、デジタル音楽プ
レーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザ
などが含まれ得る。
【００２９】
　図１Ｃは、実施形態によるＲＡＮ１０３およびコアネットワーク１０６のシステム図を
示す。前述したとおり、ＲＡＮ１０３は、ＵＴＲＡ無線技術を使用して、無線インターフ
ェース１１５を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃと通信する
ことが可能である。また、ＲＡＮ１０３は、コアネットワーク１０６と通信状態にあるこ
とも可能である。図１Ｃに示されるとおり、ＲＡＮ１０３は、無線インターフェース１１
５を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃと通信するための１ま
たは複数のトランシーバをそれぞれが含み得るノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、および／ま
たは１４０ｃを含むことが可能である。ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、および／または１
４０ｃはそれぞれ、ＲＡＮ１０３内の特定のセル（図示せず）に関連することが可能であ
る。また、ＲＡＮ１０３は、ＲＮＣ１４２ａおよび／または１４２ｂを含むことも可能で
ある。ＲＡＮ１０３は、実施形態と合致したままでありながら、任意の数のノードＢおよ
びＲＮＣを含み得ることが認識されよう。
【００３０】
　図１Ｃに示されるとおり、ノードＢ１４０ａおよび／または１４０ｂが、ＲＮＣ１４２
ａと通信状態にあることが可能である。さらに、ノードＢ１４０ｃが、ＲＮＣ１４２ｂと
通信状態にあることが可能である。ノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、および／または１４０
ｃは、Ｉｕｂインターフェースを介してそれぞれのＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂと通信する
ことが可能である。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂは、Ｉｕｒインターフェースを介して互い
に通信状態にあることが可能である。ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂのそれぞれは、それが接
続されたそれぞれのノードＢ１４０ａ、１４０ｂ、および／または１４０ｃを制御するよ
うに構成され得る。さらに、ＲＮＣ１４２ａ、１４２ｂのそれぞれは、外側ループ電力制
御、負荷制御、受け付け制御、パケットスケジューリング、ハンドオーバ制御、マクロダ
イバーシティ、セキュリティ機能、データ暗号化などの他の機能を実行するように、また
はサポートするように構成され得る。
【００３１】
　図１Ｃに示されるコアネットワーク１０６は、メディアゲートウェイ（ＭＧＷ）１４４
、移動交換局（ＭＳＣ）１４６、サービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）１４８
、および／またはゲートウェイＧＰＲＳサポートノード（ＧＧＳＮ）１５０を含むことが
可能である。前述の要素のそれぞれは、コアネットワーク１０６の一部として示されるが
、これらの要素のうちのいずれの要素も、コアネットワーク事業者以外のエンティティに
よって所有され、さらに／または運用される可能性があることが認識されよう。
【００３２】
　ＲＡＮ１０３におけるＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＣＳインターフェースを介してコアネッ
トワーク１０６におけるＭＳＣ１４６に接続され得る。ＭＳＣ１４６は、ＭＧＷ１４４に
接続され得る。ＭＳＣ１４６およびＭＧＷ１４４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、およ
び／または１０２ｃに、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換ネットワークに対するアクセスを
もたらして、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃと従来の陸線通信デ
バイスの間の通信を円滑にすることが可能である。
【００３３】
　また、ＲＡＮ１０３におけるＲＮＣ１４２ａは、ＩｕＰＳインターフェースを介してコ
アネットワーク１０６におけるＳＧＳＮ１４８に接続されることも可能である。ＳＧＳＮ
１４８は、ＧＧＳＮ１５０に接続され得る。ＳＧＳＮ１４８およびＧＧＳＮ１５０は、Ｗ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃに、インターネット１１０などのパ
ケット交換ネットワークに対するアクセスをもたらして、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、



(12) JP 2015-508955 A 2015.3.23

10

20

30

40

50

および／または１０２ｃとＩＰ対応のデバイスの間の通信を円滑にすることが可能である
。
【００３４】
　前述したとおり、コアネットワーク１０６は、他のサービスプロバイダによって所有さ
れ、さらに／または運用される他の有線ネットワークまたはワイヤレスネットワークを含
むことが可能なネットワーク１１２に接続されることも可能である。
【００３５】
　図１Ｄは、実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０７のシステム図を
示す。前述したとおり、ＲＡＮ１０４は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用して、無線インタ
ーフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃと通信
することが可能である。また、ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０７と通信状態にあ
ることも可能である。
【００３６】
　ＲＡＮ１０４は、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、および／または１６０ｃを含むこと
が可能であり、ただし、ＲＡＮ１０４は、実施形態と合致したままでありながら、任意の
数のｅノードＢを含み得ることが認識されよう。ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、および
／または１６０ｃはそれぞれ、無線インターフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、および／または１０２ｃと通信するための１または複数のトランシーバを含み
得る。一実施形態において、ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、および／または１６０ｃは
、ＭＩＭＯ技術を実施することが可能である。このため、例えば、ｅノードＢ１６０ａが
、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０２ａにワイヤレス信号を送信すること、およ
びＷＴＲＵ１０２ａからワイヤレス信号を受信することが可能である。
【００３７】
　ｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、および／または１６０ｃのそれぞれは、特定のセル（
図示せず）に関連することが可能であり、さらに無線リソース管理決定、ハンドオーバ決
定、アップリンクおよび／またはダウンリンクにおけるユーザのスケジューリングなどを
扱うように構成されることが可能である。図１Ｄに示されるとおり、ｅノードＢ１６０ａ
、１６０ｂ、および／または１６０ｃは、Ｘ２インターフェースを介して互いに通信する
ことが可能である。
【００３８】
　図１Ｄに示されるコアネットワーク１０７は、移動性管理ゲートウェイ（ＭＭＥ）１６
２、サービングゲートウェイ１６４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲー
トウェイ１６６を含み得る。前述の要素のそれぞれは、コアネットワーク１０７の一部と
して示されるが、これらの要素のうちのいずれの要素も、コアネットワーク事業者以外の
エンティティによって所有され、さらに／または運用される可能性があることが認識され
よう。
【００３９】
　ＭＭＥ１６２が、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ１０４におけるｅノードＢ１６
０ａ、１６０ｂ、および／または１６０ｃのそれぞれに接続されることが可能であり、さ
らに制御ノードの役割をすることが可能である。例えば、ＭＭＥ１６２は、ＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃのユーザを認証すること、ベアラ活性化／不活
性化、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃの初期アタッチ中に特定の
サービングゲートウェイを選択することなどを担うことが可能である。また、ＭＭＥ１６
２は、ＲＡＮ１０４と、ＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなどの他の無線技術を使用するＲＡＮ（
図示せず）の間で切り換えるための制御プレーン機能をもたらすことも可能である。
【００４０】
　サービングゲートウェイ１６４が、Ｓ１インターフェースを介してＲＡＮ１０４におけ
るｅノードＢ１６０ａ、１６０ｂ、および／または１６０ｃのそれぞれに接続されること
が可能である。サービングゲートウェイ１６４は、一般に、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、および／または１０２ｃに対する／からのユーザデータパケットのルーティングおよび
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転送を行う。また、サービングゲートウェイ１６４は、ｅノードＢ間ハンドオーバ中にユ
ーザプレーンをアンカリングすること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１
０２ｃにダウンリンクデータが利用可能な場合にページングをトリガすること、ＷＴＲＵ
１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃのコンテキストを管理すること、および格
納することなどの他の機能を実行することも可能である。
【００４１】
　また、サービングゲートウェイ１６４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／また
は１０２ｃに、インターネット１１０などのパケット交換ネットワークに対するアクセス
をもたらして、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃとＩＰ対応のデバ
イスの間の通信を円滑にすることが可能なＰＤＮゲートウェイ１６６に接続されることも
可能である。
【００４２】
　コアネットワーク１０７は、他のネットワークとの通信を円滑にすることが可能である
。例えば、コアネットワーク１０７は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１
０２ｃに、ＰＳＴＮ１０８などの回線交換ネットワークに対するアクセスをもたらして、
ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃと従来の陸線通信デバイスの間の
通信を円滑にすることが可能である。例えば、コアネットワーク１０７は、コアネットワ
ーク１０７とＰＳＴＮ１０８の間のインターフェースの役割をするＩＰゲートウェイ（例
えば、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）サーバ）を含むことが可能であり、ま
たはそのようなＩＰゲートウェイと通信することが可能である。さらに、コアネットワー
ク１０７は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃに、他のサービスプ
ロバイダによって所有され、さらに／または運用される他の有線通信ネットワークまたは
ワイヤレス通信ネットワークを含み得るネットワーク１１２に対するアクセスをもたらす
ことが可能である。
【００４３】
　図１Ｅは、実施形態によるＲＡＮ１０５およびコアネットワーク１０９のシステム図を
示す。ＲＡＮ１０５は、ＩＥＥＥ８０２．１６無線技術を使用して、無線インターフェー
ス１１７を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃと通信するアク
セスサービスネットワーク（ＡＳＮ）であり得る。後段でさらに説明されるとおり、ＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃ、ＲＡＮ１０５、ならびにコアネット
ワーク１０９の異なる機能エンティティ間の通信リンクは、基準ポイントと定義され得る
。
【００４４】
　図１Ｅに示されるとおり、ＲＡＮ１０５が、基地局１８０ａ、１８０ｂ、および／また
は１８０ｃ、ならびにＡＳＮゲートウェイ１８２を含むことが可能であり、ただし、ＲＡ
Ｎ１０５は、実施形態と合致したままでありながら、任意の数の基地局およびＡＳＮゲー
トウェイを含み得ることが認識されよう。基地局１８０ａ、１８０ｂ、および／または１
８０ｃはそれぞれ、ＲＡＮ１０５における特定のセル（図示せず）に関連することが可能
であり、さらに無線インターフェース１１７を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、およ
び／または１０２ｃと通信するための１または複数のトランシーバをそれぞれが含むこと
が可能である。一実施形態において、基地局１８０ａ、１８０ｂ、および／または１８０
ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施することが可能である。このため、基地局１８０ａが、例えば
、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０２ａにワイヤレス信号を送信すること、およ
びＷＴＲＵ１０２ａからワイヤレス信号を受信することが可能である。また、基地局１８
０ａ、１８０ｂ、および／または１８０ｃは、ハンドオフをトリガすること、トンネル確
立、無線リソース管理、トラフィック分類、サービス品質（ＱｏＳ）ポリシー執行などの
移動性管理機能をもたらすことも可能である。ＡＳＮゲートウェイ１８２は、トラフィッ
ク集約ポイントの役割をすることが可能であり、さらにページング、加入者プロファイル
のキャッシング、コアネットワーク１０９に対するルーティングなどを担うことが可能で
ある。
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【００４５】
　ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃとＲＡＮ１０５の間の無線イン
ターフェース１１７は、ＩＥＥＥ８０２．１６規格を実施するＲ１基準ポイントと定義さ
れ得る。さらに、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃのそれぞれが、
コアネットワーク１０９を相手に論理インターフェース（図示せず）を確立することが可
能である。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃとコアネットワーク１
０９の間の論理インターフェースは、認証、許可、ＩＰホスト構成管理、および／または
移動性管理のために使用され得るＲ２基準ポイントと定義され得る。
【００４６】
　基地局１８０ａ、１８０ｂ、および／または１８０ｃのそれぞれの間の通信リンクは、
基地局間のＷＴＲＵハンドオーバ、およびデータの転送を円滑にするためのプロトコルを
含むＲ８基準ポイントと定義され得る。基地局１８０ａ、１８０ｂ、および／または１８
０ｃとＡＳＮゲートウェイ１８２の間の通信リンクは、Ｒ６基準ポイントと定義され得る
。Ｒ６基準ポイントは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃのそれぞ
れに関連する移動性イベントに基づいて移動性管理を円滑にするためのプロトコルを含み
得る。
【００４７】
　図１Ｅに示されるとおり、ＲＡＮ１０５が、コアネットワーク１０９に接続され得る。
ＲＡＮ１０５とコアネットワーク１０９の間の通信リンクは、例えば、データ転送能力お
よび移動性管理能力を円滑にするためのプロトコルを含むＲ３基準ポイントと定義され得
る。コアネットワーク１０９は、モバイルＩＰホームエージェント（ＭＩＰ－ＨＡ）１８
４、認証－許可－アカウンティング（ＡＡＡ）サーバ１８６、およびゲートウェイ１８８
を含み得る。前述の要素のそれぞれは、コアネットワーク１０９の一部として示されるが
、これらの要素のうちのいずれの要素も、コアネットワーク事業者以外のエンティティに
よって所有され、さらに／または運用される可能性があることが認識されよう。
【００４８】
　ＭＩＰ－ＨＡは、ＩＰアドレス管理を担うことが可能であり、さらにＷＴＲＵ１０２ａ
、１０２ｂ、および／または１０２ｃが、異なるＡＳＮおよび／または異なるコアネット
ワークの間でローミングすることを可能にすることができる。ＭＩＰ－ＨＡ１８４は、Ｗ
ＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃに、インターネット１１０などのパ
ケット交換ネットワークに対するアクセスをもたらして、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、
および／または１０２ｃとＩＰ対応のデバイスの間の通信を円滑にすることが可能である
。ＡＡＡサーバ１８６は、ユーザ認証、およびユーザサービスをサポートすることを担う
ことが可能である。ゲートウェイ１８８は、他のネットワークとのインターワーキング（
ｉｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇ）を円滑にすることが可能である。例えば、ゲートウェイ１８
８は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃに、ＰＳＴＮ１０８などの
回線交換ネットワークに対するアクセスをもたらして、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、お
よび／または１０２ｃと従来の陸線通信デバイスの間の通信を円滑にすることが可能であ
る。さらに、ゲートウェイ１８８は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０
２ｃに、他のサービスプロバイダによって所有され、さらに／または運用される他の有線
通信ネットワークまたはワイヤレス通信ネットワークを含み得るネットワーク１１２に対
するアクセスをもたらすことが可能である。
【００４９】
　図１Ｅには示されないものの、ＲＡＮ１０５は、他のＡＳＮに接続されることが可能で
あり、さらにコアネットワーク１０９は、他のコアネットワークに接続されることが可能
であることが認識されるべきであり、認識されることが可能であり、さらに／または認識
されよう。ＲＡＮ１０５と他のＡＳＮの間の通信リンクは、ＲＡＮ１０５と他のＡＳＮの
間でＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、および／または１０２ｃの移動性を調整するためのプ
ロトコルを含み得るＲ４基準ポイントと定義され得る。コアネットワーク１０９と他のコ
アネットワークの間の通信リンクは、ホームコアネットワークと移動先コアネットワーク
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の間のインターワーキングを円滑にするためのプロトコルを含み得るＲ５基準と定義され
得る。
【００５０】
　本明細書で説明されるとおり、モバイルネットワーク上で増大するデータトラフィック
をサポートするのを助けるのに、既存のマクロセルｅＮＢに対するインフラストラクチャ
オーバーホールが、マクロセルからスモールセルまたはピコセル（例えば、さもなければ
劣悪なカバレッジを有するユーザに対して、より高いサービス品質を可能にすることがで
きる）に移す（ｏｆｆｌｏａｄ）異種のネットワーク（ヘット－ネット）が確立され得る
ようにもたらされる、さらに／または使用されることが可能である。そのようなネットワ
ークの保護をもたらすのに、ロングタームエボリューションアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）
エンハンストインターセルインターフィアランスコーディネーション（Ｅｎｈａｎｃｅｄ
　Ｉｎｔｅｒ　Ｃｅｌｌ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ）（ｅ
ＩＣＩＣ）が、マクロセルユーザ機器（ＵＥ）および／またはピコ（もしくは他のスモー
ルセル）ユーザ機器（ＵＥ）をもたらすことが可能であり、さらに／またはそのようなユ
ーザ機器（ＵＥ）のために使用されることが可能である。詳細には、オールモーストブラ
ンクサブフレーム（ＡＢＳ）機構および／または技法が、例えば、時分割多重化（ＴＤＭ
）フレームワークを作成するのに使用されて、マクロセルおよび／またはピコ（もしくは
他のスモール）セルの干渉を低減する（例えば、干渉のない動作のために）ことが可能で
ある。図２は、例えば、マクロベースのネットワーク（例えば、図１Ａ～図１Ｅで前述し
た通信システムおよび／またはＷＴＲＵで使用され得る）において使用され得る通常のＡ
ＢＳ機構またはＡＢＳ技法の例示的な実施形態を示す。図２に示されるとおり、ＡＢＳサ
ブフレームにおいて、マクロｅＮＢ（例えば、２０２）が、周期的にオフにされて、ピコ
ｅＮＢ（例えば、２０４）がそのセル縁端ＵＥと通信することを許し得る、または可能に
し得る。例示的な実施形態（例えば、図示される）において、周期的ＡＢＳパターンは、
半静的に構成され得る。さらに、周期的ＡＢＳパターンは、４０ビット長マッピングを使
用して定義されること、および表現されることが可能である。また、ＡＢＳパターンのデ
ューティサイクルが、マクロセルとピコセルの間で目標の負荷分散が実現され得るように
選択されることも可能である。実施形態において、ＡＢＳサブフレームは、完全に空白で
はないことが可能であり、さらにレガシーＵＥ（例えば、リリース８ＵＥ）の動作をサポ
ートする信号を送信することが可能である。例えば、ＡＢＳサブフレームにおいて、マク
ロセルが、共通基準信号（ＣＲＳ）、一次二次同期チャネル（ＰＳＣＨ）および二次同期
チャネル（ＳＳＣＨ）、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）、ならびに／または
物理制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）の伝送を続けることが可能である。
【００５１】
　ＡＢＳ機構またはＡＢＳ技法（例えば、図２に示される）は、システム全体の平均セル
スループットの向上をもたらし得るが、マクロＵＥの平均スループットを低下させる可能
性がある。例えば、マクロセルにおいて、ＡＢＳサブフレームの物理ダウンリンク共有チ
ャネル（ＰＤＳＣＨ）リソースが、例えば、ピコセルＵＥ上、またはスモールセルＵＥ上
の干渉を低減する、または制限する、より低い伝送電力などの制約を有することが可能で
あり、さらに／またはそのような制約の下で動作することが可能である。マクロセルにお
けるＡＢＳサブフレームに対するそのようなリソース割り当ては、ピコセルＵＥまたはス
モールセルＵＥの実際のニーズの知識なしに実行され得る。そのような実施形態において
、ピコセルは、そのようなリソースのうちのわずかしか必要としない可能性があり、した
がって、ピコセルが必要とする可能性があるよりも多くのリソースが、ＡＢＳサブフレー
ムにおけるマクロセル動作から奪われる事例が存在する可能性がある。
【００５２】
　このため、そのようなマクロセルＵＥ、および／またはピコセルＵＥもしくはスモール
セルＵＥ、ならびに／またはそれらに関連するネットワーク、ならびにそのようなセル、
ＵＥ、および／またはネットワークにおける干渉調整で使用され得る、またはそのような
ＵＥおよびネットワークをサポートし得るＡＢＳサブフレームを提供するためのシステム
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および方法が、開示され得る。そのようなＡＢＳサブフレームは、現行のＡＢＳサブフレ
ーム、ＡＢＳ機構、および／またはＡＢＳ技法で使用され得る時間領域分割（ＴＤＭ）（
例えば、第１の次元）と組み合わせで、さらなる１または複数の次元を含む、さらに／ま
たは使用することが可能である。１つのそのような次元（例えば、さらなる次元）が、例
えば、部分帯域（ＰＢ）ＡＢＳ（ＰＢ－ＡＢＳ）サブフレームをもたらす、もしくは作成
するのに、さらに／またはＰＢ－ＡＢＳに関するＲＲＭ測定リソース制約、ＲＬＭ測定リ
ソース制約、および／またはＣＳＩ測定リソース制約を含むそのようなＰＢ－ＡＢＳサブ
フレームの検出、２つのサービングセルにおけるＰＢ－ＡＢＳサブフレームの分割などに
、例えば、使用され得る、周波数領域（例えば、第２の次元）であることが可能である。
別のそのような次元（例えば、ＴＤＭおよび／または周波数領域と一緒に使用され得るさ
らなる次元）が、空間ＡＢＳ（ＳＡＢＳ）をもたらす、もしくは作成するのに、ビーム特
有のパラメータによって実施されるＳＡＢＳでリソースを分割するのに、調整されたビー
ムパラメータおよび／またはビーム制御をシグナリングするのに、ＵＥにおけるサブセル
ＩＤのためのビーム特有の基準信号に、ビームブランキングに、さらに／または空白化さ
れたビームリソースについてのＵＥ測定に使用され得る空間領域（例えば、第３の次元）
であり得る。
【００５３】
　例えば、ＰＢ－ＡＢＳ（例えば、ＴＤＭに加えて、ＦＤＭなどの周波数領域を含み得る
）が、そのようなマクロセルＵＥおよび／またはピコセルＵＥもしくはスモールセルＵＥ
、ならびに／またはネットワークをサポートするように定義され、もたらされ、さらに／
または使用されることが可能である。図３は、非マルチキャスト－ブロードキャスト単一
周波数ネットワーク（ＭＢＳＦＮ）構成における例示的なＰＢ－ＡＢＳサブフレームを示
し、さらに図４は、ＭＢＳＦＮ構成における例示的なＰＢ－ＡＢＳサブフレームを示す。
図３および図４に示されるとおり、ＰＢ－ＡＢＳサブフレームは、ＰＤＳＣＨ領域（例え
ば、３０４および４０４）の一部分であり得る１または複数のＰＢ－ＡＢＳ領域（例えば
、３０２および４０２）を含み得る。ＰＢ－ＡＢＳ領域（例えば、３０２および４０２）
は、ネットワーク上のピコセル動作、または他のスモールセル動作のために確保され得る
。例えば、ＰＢ－ＡＢＳ領域は、ＰＢ－ＡＢＳサブフレーム内に１または複数のリソース
ブロック（ＲＢ）（例えば、３０６および４０６）、および／またはＲＢのサブセットを
含むことが可能であり、ただし、そのようなＲＢもしくはそれらのサブセットは、ピコセ
ル動作もしくはスモールセル動作のために使用され得る。ＰＢ－ＡＢＳサブフレームおよ
び／またはＡＢＳサブフレームは、マクロセル動作のために使用されることが可能な１ま
たは複数の領域をさらに含むことが可能であり、したがって、１または複数のＲＢ（例え
ば、ピコセルのために使用されないＲＢ）がマクロセル伝送に利用可能であり得る。この
ため、サブフレーム（例えば、ＰＢ－ＡＢＳ）が、供給され、さらに／または受信される
ことが可能であり、ただし、そのようなサブフレームは、領域（例えば、ＰＢ－ＡＢＳ領
域）、またはピコセル動作などのより小さいセル動作のための領域、およびより大きいセ
ル動作に利用可能な領域（例えば、ＡＢＳ領域）の割り当ての指示（例えば、本明細書で
説明されるビットマップ）を含む。そのようなサブフレームは、情報または信号をどこに
送信すべきかに関する判定が行われ得るように処理されることが可能である。例えば、指
示の中で識別された、または指示の中に含められた割り当てに基づいて、１または複数の
ＲＢ（例えば、オールモーストＲＢ）および／または領域（例えば、ＰＢ－ＡＢＳ領域）
に関する１または複数のパラメータ（例えば、領域パラメータ）が、そのようなスモール
セル伝送（スモールセルＵＥに対する伝送）のために識別され、さらに／または使用され
ることが可能である。指示の中の割り当てに基づいて、スモールセル伝送のために識別さ
れない、さらに／または使用されない可能性がある１または複数のＲＢ、および／または
領域（例えば、ＰＢ－ＡＢＳ領域）に関する１または複数のパラメータ、ならびに／また
はより大きいセルの伝送に利用可能な領域（例えば、ＡＢＳ領域）が、より大きいセルの
伝送のために使用されることが可能である。このため、この実施形態において、マクロセ
ルは、ピコＵＥに対する干渉を制限しながら、または低減しながら、ＰＢ－ＡＢＳサブフ
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レームまたはＡＢＳサブフレームの中で（例えば、ＡＢＳ帯域内で）マクロＵＥに送信す
ることができる。さらに、マクロセルは、ピコＵＥ干渉低減に関連する制約なしに、非Ｐ
Ｂ－ＡＢＳサブフレームの中でマクロＵＥをスケジュールすることができる。
【００５４】
　前述したとおり、ＰＢ－ＡＢＳサブフレーム（例えば、３０２および４０２）は、ＰＢ
－ＡＢＳ領域（本明細書で「オールモーストブランクＲＢ」とも呼ばれ得る）に割り当て
られたＲＢ（例えば、３０６および４０６）を含み得る。オールモーストブランクＲＢを
割り当てる際、オールモーストブランクＲＢは、隣り合っていても、隣り合っていなくて
もよい。さらに、ＰＢ－ＡＢＳサブフレームに関する周波数領域情報が、各ビットがＲＢ
またはＲＢのセットを表し得るビットマップを使用して定義されることが可能である。Ｐ
Ｂ－ＡＢＳサブフレームの中のオールモーストブランクＲＢの数および位置は、固定であ
ること、半静的に構成されること、および／または動的に変更されることが可能である。
実施形態において、ＰＢ－ＡＢＳ領域は、エンハンスト物理ダウンリンク制御チャネル（
ｅＰＤＣＣＨ）情報を送信することが可能である。例えば、サブフレームのレガシー制御
領域（例えば、図３に示されるＰＤＣＣＨ）の外にマップされ得るｅＰＤＣＣＨ情報と関
係する制御チャネルまたは複数の制御チャネルが、ＰＢ－ＡＢＳ領域の中に含められるこ
とが可能である。
【００５５】
　さらに、ＰＢ－ＡＢＳ領域におけるＰＤＳＣＨ伝送が、マクロセルが低減された電力で
継続的に送信することができるように弱められ、さらに／または低減された電力の（ＲＰ
）モードに切り換えられることが可能である。実施形態において、ＲＰ－ＡＢＳ領域（例
えば、ＰＢ－ＡＢＳ領域におけるＰＤＳＣＨ伝送の電力または低減された電力を計算する
のに使用され得る）に関する電力オフセットＰＲＰ－ＡＤＳは、構成されたセル範囲拡大
（ＣＲＥ）値と等しいことが可能であり、またはそのようなＣＲＥ値から導き出されるこ
とが可能である。
【００５６】
　時間および／または周波数（例えば、第１の次元、および第２の次元）が、ＲＢがオー
ルモーストブランクＲＢであり得るかどうかを判定するのに使用され得る。例えば、ＵＥ
が、ＲＢがオールモーストブランクＲＢであり得るかどうかを、時間および／または周波
数の関数を使用して判定することが可能である。そのような実施形態において、オールモ
ーストブランクＲＢは、周期性および時間オフセットを使用すること、および／または周
期性および時間オフセットによって表されることが可能であり、さらにオールモーストブ
ランクＲＢが生じることが可能な帯域が、それらに依存しても、依存しなくてもよい別の
（例えば、異なる）周期性および周波数を使用すること、および／またはそのような周期
性および周波数によって表されることが可能である。そのような周期性、時間オフセット
、および／または周波数オフセット（例えば、オールモーストブランクＲＢの周期性およ
び時間オフセット、ならびに帯域の周期性および周波数オフセット）が、ＲＢがオールモ
ーストブランクＲＢであり得るかどうかを識別するのに（例えば、ＵＥによって）使用さ
れることが可能であり、したがって、ＲＢが、オールモーストブランクＲＢに関連する特
定の周期性および時間オフセット、ならびに／またはその帯域の特定の周期性および周波
数オフセットを有し得る場合、それは、そのようなとして合図がされ、さらに／または識
別されることが可能である。
【００５７】
　また、オールモーストブランクＲＢは、複数の構成を有することも可能であり、さらに
／または複数の構成であることも可能である。それらの構成のうちの１または複数におい
て、オールモーストブランクＲＢは、セル縁端ピコＵＥ（例えば、ピコｅＮＢに接続され
ている可能性があり、さらにピコｅＮＢのカバレッジエリアの境界近くに、もしくはその
ような境界に隣接して（例えば、そのカバレッジエリアの中心近くにではなく）位置する
ことが可能なＵＥ）に対して干渉しない（例えば、大きくは干渉しない）ことが可能な１
または複数の（例えば、いくつかの）ＵＥに対する制限された電力の伝送を許し、さらに
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／または可能にすることができる。さらに、それらの構成のうちの１または複数において
、オールモーストブランクＲＢは、マクロＵＥに送信しないように構成され得る。
【００５８】
　例示的な実施形態において、１または複数のＰＢ－ＡＢＳ領域パラメータおよび／また
はマッピング情報（例えば、周波数領域マッピング情報）が、決定されることが可能であ
り、さらに／またはＰＢ－ＡＢＳ領域および／またはオールモーストブランクＲＢ（例え
ば、それに関連する）を特定するのに使用されることが可能である。例えば、ＵＥが、Ｐ
Ｂ－ＡＢＳサブフレーム内でＰＢ－ＡＢＳ領域の指示を受信することが可能である。ＵＥ
は、ＰＤＣＣＨを介して、ＲＲＣシグナリングを介して、例えば、ブロードキャストチャ
ネルを使用して、またはこれらの組み合わせを介して、ＰＢ－ＡＢＳ領域に対するリソー
ス割り当ての指示を受信することが可能である。この指示は、ＵＥに明示的にシグナリン
グされることも、暗示的にシグナリングされることも可能である。この指示は、ビットフ
ラグ、コード、１または複数のパラメータ、および／またはビットマップを含み得るが、
以上には限定されない。
【００５９】
　例えば、周波数領域におけるＰＢ－ＡＢＳ領域が、ビットマップを使用して定義される
こと、示されること、さらに／または識別されることが可能である。このビットマップの
各ビットは、以下、すなわち、物理リソースブロックのセット、仮想リソースブロックの
セット、および／または１または複数のリソースブロック割り当てパラメータのうちの少
なくともいずれかによって定義され得るサブフレーム（例えば、ＰＢ－ＡＢＳ領域内のＰ
Ｂ－ＡＢＳサブフレーム）内の１つのＲＢ、またはＲＢのセットを表すことが可能である
。実施形態において、リソースブロック割り当てパラメータは、例えば、リソース割り当
てのタイプ（例えば、局所化された、または分散された）、および／または物理リソース
ブロックもしくは仮想リソースブロックのセットを示すビットのセットを含み得る。さら
に、このビットマップまたは他の指示が、周波数領域マッピング情報、または周波数領域
内のＰＢ－ＡＢＳマッピングを示し得る情報をもたらすことが可能である。
【００６０】
　実施形態によれば、ＰＢ－ＡＢＳマッピング情報および／またはそれらのパラメータは
、同一の相対狭帯域送信電力指標（Ｒｅｌａｔｉｖｅ　Ｎａｒｒｏｗｂａｎｄ　Ｔｒａｎ
ｓｍｉｔ　Ｐｏｗｅｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）（ＲＮＴＰ）、またはＲＮＴＰのサブセッ
トであり得る。ＲＮＴＰは、ダウンリンクにおける物理リソースブロック（ＰＲＢ）当た
り１ビットを含むことが可能であり、この１ビットが、そのＰＲＢ上の送信された電力が
事前定義された閾値を超え得ることを示す。実施形態において、ＰＢ－ＡＢＳマッピング
情報が、マクロｅＮＢからピコオンＸ２（Ｐｉｃｏ　ｏｎ　Ｘ２）へのＬＯＡＤ　ＩＮＤ
ＩＣＡＴＩＯＮメッセージの中のＡＢＳ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｅｌｅｍｅｎｔ（ＩＥ
）の中に含められることが可能である。例えば、１つは、時間パターンを示し、もう１つ
は、帯域パターンを示す２つのビットマップパターンが、供給され得る。ＵＥは、ビット
マップパターンの中で示される、対応する時間および帯域に基づいて、オールモーストブ
ランクＲＢを特定することができる。
【００６１】
　さらに、ＰＢ－ＡＢＳサブフレーム内のオールモーストブランクＲＢのマッピング（例
えば、マッピング情報、シグナリング、ビットマップなどによって示され得る）は、以下
のうちの１または複数を使用して実行され得る。例えば、例示的な方法において、ＰＢ－
ＡＢＳ領域に割り当てられたＲＢ（例えば、オールモーストブランクＲＢ）が、帯域内の
事前定義された固定ポイントの周囲のいくつかのＲＢにマップされることが可能であり、
そのようなＲＢを含むことが可能であり、さらに／またはそのようなＲＢによって定義さ
れることが可能である。そのような固定ポイントの例が、搬送波の中心、または帯域縁端
であることが可能である。さらに、例示的な方法によれば、オールモーストブランクＲＢ
は、周波数領域内の等間隔のＰＲＢにマップされることが可能であり、そのようなＰＲＢ
を含むことが可能であり、さらに／またはそのようなＰＲＢによって定義されることが可
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能である。
【００６２】
　別の例示的な方法において、オールモーストブランクＲＢに割り当てられたＲＢが、ビ
ットマップで示され得るＰＲＢもしくはＰＲＢペアにマップされることが可能であり、そ
のようなＰＲＢもしくはＰＲＢペアを含むことが可能であり、さらに／またはそのような
ＰＲＢもしくはＰＲＢペアによって定義されることが可能である。例えば、ＰＢ－ＡＢＳ
に対する完全に柔軟性のあるリソース割り当てが実施されることが可能である。ビットマ
ップは、オールモーストブランクＲＢに割り当てられた１または複数のＰＲＢまたはＰＲ
Ｂペアを示すことが可能である。ビットマップに関するビットの数は、ＰＢ－ＡＢＳに利
用可能な最小のリソースに応じて２×ＮＲＢ（ＤＬ）またはＮＲＢ（ＤＬ）を含むことが
可能である。ＵＥは、ＰＤＣＣＨを介して、ＲＲＣシグナリングを介して、例えば、ブロ
ードキャストチャネルを使用して、またはこれらの組み合わせを介して、ＰＢ－ＡＢＳ領
域に対するリソース割り当てを示すビットマップを受信することが可能である。
【００６３】
　さらに、実施形態において、ＰＢ－ＡＢＳ領域および／またはオールモーストブランク
ＲＢは、ビットマップで示され得るリソース割り当ての中のリソースブロックグループ（
ＲＢＧ）にマップされることが可能であり、そのようなＲＢＧを含むことが可能であり、
さらに／またはそのようなＲＢＧによって定義されることが可能である。例えば、ＲＢＧ
は、ＰＢ－ＡＢＳ領域に関する最小のリソース粒度であり得る。ビットマップは、いずれ
のＲＢＧがＰＢ－ＡＢＳ領域として割り当てられるかを示すことが可能である。ビットマ
ップに関するビットの数は、［（ＮＲＢ（ＤＬ）／Ｐ）］、つまり、システム帯域幅をＲ
ＧＢのサイズで割ったものであることが可能である。ビットの数を算出するのに使用され
得るそのようなシステム帯域幅、およびそれに基づくＲＧＢサイズの例が、以下の表１に
示され得る。実施形態において、ＵＥは、ＰＤＣＣＨを介して、ＲＲＣシグナリングを介
して、例えば、ブロードキャストチャネルを使用して、またはこれらの組み合わせを介し
て、ＰＢ－ＡＢＳ領域に対するリソース割り当てを示すビットマップを受信することが可
能である。
【００６４】

【表１】

【００６５】
　さらなる実施形態において、ＰＢ－ＡＢＳ領域に対する割り当て、および／またはＰＢ
－ＡＢＳ領域のマッピングが、事前定義されることが可能である。例えば、ＲＢＧのサブ
セットが、ＰＢ－ＡＢＳ伝送のために使用されることが可能である。このサブセットは、
サービングセルのＰＣＩ（物理セルＩＤ、すなわち、Ｎｃｅｌｌ，ｉｄ）で識別されるこ
とが可能である。単一のＰＲＢ、またはＰＲＢペアが、所与のセルに関するＰＢ－ＡＢＳ
のために使用され得る。ＲＢＧのサブセット内で、所与のセルに関するＰＲＢ位置または
ＰＲＢペア位置（例えば、ＰＢ－ＡＢＳをマップするのに、または定義するのに使用され
得る）が、ＰＣＩで識別され得る。例えば、ＰＲＢ（例えば、ＰＢ－ＡＢＳをマップする
、または定義するのに使用され得る）の位置は、Ｎｓｈｉｆｔ＝Ｎｃｅｌｌ，ｉｄ　ｍｏ
ｄ　Ｐと定義され得る。図５は、ＰＣＩに基づくＰＢ－ＡＢＳリソース割り当ての例示的
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な実施形態を示す。
【００６６】
　無線リソース測定（ＲＲＭ）、無線リンク測定（ＲＬＭ）、およびチャネル状態情報（
ＣＳＩ）が、例えば、本明細書で説明されるＰＢ－ＡＢＳサブフレーム中に実行され、使
用され、さらに／またはもたらされることが可能である。例えば、ＰＢ－ＡＢＳモードに
ある際、ゼロ電力ＣＳＩ基準信号（ＣＳＩ－ＲＳ）パターンを使用するＵＥが、ＰＢ－Ａ
ＢＳ帯域などの指定された帯域にわたってＲＲＭ／ＲＬＭ／ＣＳＩ測定を実行することが
可能であり、さらに／または指定された帯域内、および指定された帯域外で同時のＲＲＭ
／ＲＬＭ／ＣＳＩ測定を実行することが可能である。
【００６７】
　さらに、ＵＥが、低減された電力のＰＢ－ＡＢＳモードで動作する場合、ＵＥは、その
ような計算に電力オフセット値（例えば、前述した）を含めることによって、ＣＳＩ基準
信号（ＣＳＩ－ＲＳ）無線リンク測定を実行することが可能である。電力オフセットＰＲ

Ｐ－ＡＢＳは、測定および／または関係のある閾値に直接に適用され得る。低減された電
力のＰＢ－ＡＢＳサブフレームにおいて、リソース要素当たりのＰＤＳＣＨエネルギー（
ＥＰＲＥ）が算出されることも可能である。例示的な実施形態によれば、ＥＰＲＥは、対
応するＵＥ特有のρＢパラメータおよびρＡパラメータに電力オフセットＰＲＰ－ＡＢＳ

値を適用することによって算出され得る。ρＢパラメータは、セル特有の基準信号（ＣＲ
Ｓ）を有するＯＦＤＭシンボルに関するＰＤＳＣＨＥＰＲＥ対ＣＲＳ　ＥＰＲＥの比を示
し、さらにρＡパラメータは、ＣＲＳを有さないＯＦＤＭシンボルに関するＰＤＳＣＨＥ
ＰＲＥ対ＣＲＳ　ＥＰＲＥの比を示す。
【００６８】
　ＣＳＩフィードバックに関して、ネットワークは、ＵＥに２次元パターンを供給するこ
とが可能である。すると、ＵＥは、ＰＢ－ＡＢＳパターンに関するＣＳＩをフィードバッ
クするように構成されることが可能である。実施形態において、ＵＥは、複数の帯域およ
び／またはパターン（例えば、ＡＢＳパターンおよび／またはＰＢ－ＡＢＳパターン）を
与えられて、フィードバックをもたらすことが可能である。詳細には、各帯域に関して、
ＵＥは、ＰＢ－ＡＢＳパターンとＡＢＳパターン（例えば、Ｒ１０　ＡＢＳパターン）の
両方に関してフィードバックをもたらすことが可能である。
【００６９】
　ＵＥは、一次セル（ＰＣｅｌｌ）、および１または複数の隣接セルに関するＲＲＭ測定
リソース制約セットを有してさらに構成されて、オールモーストブランクＲＢ（例えば、
「保護されたＲＢ」）にわたるＣＳＩ－ＲＳ測定、保護されていないＲＢにわたるＣＳＩ
－ＲＳ測定、および／または帯域全体にわたるＣＳＩ－ＲＳ測定を実行することが可能で
ある。ＲＲＭ測定リソース制約セットは、適切なフィードバックのためのＲＢを示すため
のＲＢの２次元表現を含み得る。
【００７０】
　例示的な実施形態によれば、オールモーストブランクＲＢ、またはそれらのセットは、
マクロセルＵＥとピコセルＵＥもしくはスモールセルＵＥの間で構成され、さらに／また
はマップされることが可能である。例えば、ＲＢの明示的なセット、またはその指標など
の情報が、マクロセルからピコセルもしくはｅＮＢに送信されて（例えば、Ｘ２インター
フェースを介して）、いずれのＲＢがオールモーストブランクＲＢであり得るかを示すこ
とが可能である。実施形態において、オールモーストブランクＲＢパターンのうちの１ま
たは複数が、オールモーストブランクＲＢパターンがマクロセルとピコセルの間で構成さ
れる（例えば、事前構成される）ことが可能であり、さらに各セルが、その後、それに相
応して自らのＵＥを構成することが可能であるように、マクロセルとピコセルの間で事前
構成されることも可能である。そのような実施形態において、オールモーストブランクＲ
Ｂセットは、ＬＯＡＤ　ＩＮＤＣＡＴＩＯＮメッセージの中のＩＥを介してトリガされ得
る。さらに、実施形態において、ピコ（例えば、ピコセルまたはｅＮＢ）が、そのピコが
、より多くのオールモーストブランクＲＢを必要とする可能性があるか、より少ないオー
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ルモーストブランクＲＢしか必要としない可能性があるかをＵＥに示すことが可能である
。ピコは、時間または周波数のいずれかの点でより多くのリソースの必要性、またはより
少ないリソースの必要性をさらに示すことが可能である。例えば、ピコは、オールモース
トブランクＰＢの時間周期性が十分であると考える可能性があるが、ＡＢＳが適用され得
る、もしくは使用され得る、より大きい帯域、またはより小さい帯域を使用する可能性が
ある。
【００７１】
　さらに、実施形態において、ＰＢ－ＡＢＳサブフレームが、サービングセル間で分割さ
れ得る。例えば、ＰＢ－ＡＢＳが構成され得る場合、ＵＥは、ＰＢ－ＡＢＳ領域とマクロ
セル動作のために利用可能な領域が別々のサービングセルに属するかのように動作するこ
とが可能である。そのような実施形態において、ＡＢＳの保護された部分と保護されない
部分は、ＰＢ－ＡＢＳ領域および／またはマクロセル動作に通信をもたらすのに使用され
得る別々のサービングセルとして定義され得る。
【００７２】
　ＡＢＳの保護された部分および保護されない部分に含められ得るそのようなサービング
セルは、本明細書で説明されるとおり動作させられることが可能である。例えば、実施形
態において、ダウンリンク制御チャネル（例えば、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨ）が、
ＡＢＳの部分（例えば、保護された、さらに／または保護されていない）のうちの少なく
とも１つから送信されることが可能である。ＰＤＣＣＨが送信され得る場合、リソース要
素グループ（ＲＥＧ）に対するマッピング（例えば、周波数帯域にわたるＰＢ－ＡＢＳの
位置）が、搬送波の部分、またはＲＢのサブセットが、完全な搬送波を構成する、または
含むことが可能であるかのように計算され、または特定されることが可能であり、さらに
ＲＥＧの定義が適用されることが可能である（例えば、マッピングまたは位置を含むＲＥ
Ｇの定義が特定されると、その定義が、ＵＥによって、ＰＢ－ＡＢＳに関連する帯域の部
分を探し出すのに使用され得る）。したがって、実施形態において、保護された部分およ
び保護されない部分のＰＤＳＣＨは、それらの特定の部分に関連するダウンリンク制御チ
ャネルから割り当てられ得る。そのような実施形態において、クロススケジューリングは
使用されない可能性がある（例えば、許されない可能性がある）。さらに、クロススケジ
ューリングは、帯域の部分（例えば、保護された、さらに／または保護されない）の間の
そのようなクロススケジューリングが、搬送波指示フィールド（ＣＩＦ）を介して実行さ
れ得る場合に使用され得る。各帯域内のＰＲＢには、その帯域の一部であり得るＲＢ（例
えば、実施形態においてＲＢだけ）がカウントされ得るように番号が付けられることが可
能である。例えば、帯域内で、ＰＲＢに、実施形態において、その帯域の最初のＰＲＢが
インデックス０を有することが可能であり、さらに最後のＰＲＢがインデックスＮ－１を
有することが可能であり、ただし、Ｎは、その帯域内のＰＲＢの数であり得るように、イ
ンデックスが付け直される（または番号が付け直される）ことが可能である。そのような
実施形態（例えば、ＬＴＥの場合）において、ＰＲＢインデックス付けスキームが、ダウ
ンリンク制御情報（ＤＣＩ）の中のＰＤＳＣＨ割り当ての一部としてシグナリングされ得
る「周波数割り当て」の中で使用されることが可能である。さらに、そのようなインデッ
クス付け直しは、例えば、「クロススケジューリング」割り当てが特定の帯域を示し得る
場合、制御シグナリングの中でより小さい周波数割り当てフィールドの使用を潜在的に可
能にする、または許すことができる。
【００７３】
　両方の部分（例えば、保護されていない、さらに／または保護された）に関してＰＢ－
ＡＢＳサブフレーム中に測定され得るＣＳＩ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＣＲＳなどを報告するのに
、帯域（例えば、ＰＢ－ＡＢＳおよび／またはオールモーストブランクＲＢに関連するこ
とが可能な）の各部分に関する周期的ＣＳＩ報告（例えば、ＰＢ－ＡＢＳ中に、またはＰ
Ｂ－ＡＢＳ時に測定された）が、ＣＳＩ、ＣＳＩ－ＲＳ、ＣＲＳなどが異なる周期、およ
び異なるオフセットで報告され得る、または送信され得るように使用されることが可能で
ある。さらに、ＰＢ－ＡＢＳ中に測定され得るそのような部分に関する非周期的ＣＳＩ報
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告が、例えば、ＣＳＩ要求フィールドの値に基づいて、各帯域に関して別々に、または両
方の帯域に関してトリガされることが可能である。ＲＲＭ測定が、帯域のそのような部分
に関して別々に定義されることも可能である。
【００７４】
　前述したとおり、空間領域が（例えば、ＡＢＳの時間領域ＴＤＭ、およびＰＢ－ＡＢＳ
の周波数領域に加えて）もたらされて、さらに／または使用されて、マクロセルＵＥおよ
び／またはピコセルＵＥもしくはスモールセルＵＥ、ならびに／またはネットワーク、お
よびネットワークに関連する干渉調整をサポートするのに使用され得る空間的オールモー
ストブランクサブフレーム（ＳＡＢＳ）を定義する、さらに／またはもたらすことも可能
である。例えば、高密度のスモールセル展開においてセル高密度化がもたらされ、さらに
／または使用されることが可能である。そのような実施形態において、セル分割が、活性
アレイシステム（ＡＡＳ）によって形成された狭ビームを介して実行されることが可能で
あり、さらにシグナリングが、動的に、または半静的に構成され得る異なるセル展開に関
するビームパラメータを調整するのに使用されることが可能である。ビーム特有のパラメ
ータに基づいて、空間的オールモーストブランクサブフレーム（ＳＡＢＳ）が、干渉調整
および／または干渉管理のためのさらなる次元としてもたらされ、さらに／または使用さ
れることが可能である。さらに（例えば、ＡＡＳベースのビーム形成に関連する干渉調整
に関して）、調整されたビームブランキング、および関連するＵＥ測定がもたらされ、さ
らに／または使用されることが可能である。
【００７５】
　例えば、前述したとおり、活性アンテナシステム（ＡＡＳ）がもたらされ、さらに／ま
たは使用されることが可能である。そのようなＡＳＳは、それに含められた各アンテナ要
素に完成したＲＦトランシーバを組み込むことが可能であり、各要素には、デジタルＲＦ
ストリームが供給され得る。実施形態において、いくつかのこれらの要素が、或る形状に
配置されてアンテナアレイを形成することが可能である。さらに、アレイにおける各アン
テナ要素の位相および／または振幅を独立に制御することによって、それに関連するアン
テナビームパターンが電気的にステアリングされることが可能である。例示的な実施形態
によれば、ＡＡＳは、多数のアンテナ要素を有するアンテナアレイを形成する大きい形状
を有することが可能である。そのような実施形態は、狭放射ビームをもたらし得る。基地
局（例えば、３ＧＰＰ基地局）に対するＡＡＳの適用は、ワイヤレスネットワーク（例え
ば、図１Ａ～図１Ｅにおいて前述したネットワークなどの）のネットワーク容量およびユ
ーザカバレッジをさらに増大させることが可能である。
【００７６】
　さらに、セル高密度化が、例えば、既存のセルを、より狭いビームがＡＡＳによって形
成され得るように小さいサブセルに分割することによってもたらされることが可能である
。同一のＡＡＳまたは複数のＡＡＳから複数の狭ビームを同時に放出すること、または受
け取ることによって、セル内の異なる地理的区域におけるユーザが、同一の周波数リソー
ス内でサービスを受ける、さらに／または供給されることが可能であり、セル分割利得か
らのネットワーク容量の増大を可能にする。セル高密度化の例示的な実施形態が、垂直に
向けられたビーム（例えば、垂直ビーム形成によるセル分割）および水平に向けられたビ
ーム（例えば、水平ビーム形成によるセル分割）がそれぞれ使用され得る、図６および図
７に示されることが可能である。図６および図７に示されるとおり、セルが、分離された
３つのビーム（例えば、ビーム１、２、３）によって３つのサブセル（例えば、サブセル
１、２、および３）に分割され得る。さらに、そのようなセル分割が、送信ビーム形成ま
たは受信ビーム形成を介してダウンリンク方向とアップリンク方向の両方で実行されるこ
とが可能である。
【００７７】
　例示的な実施形態（例えば、第１の適用実施形態）において、ＡＡＳベースのセル分割
が、同種のネットワークに適用されることが可能である。既に展開されている既存の基地
局サイト内で、各マクロセルが、ＡＡＳの設置でさらに高密度化されて、同時に複数のア
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ンテナビームを円滑にすることが可能である。ＡＡＳ形状によって支配され得るビーム形
成をステアリングする向き（例えば、図６および図７に示されるとおり、垂直および／ま
たは水平）に依存して、本明細書で開示される（例えば、後段で）サブセルトポロジのう
ちの１または複数が、そこからもたらされることが可能であり、さらに／または生じるこ
とが可能である。
【００７８】
　例えば、一様でないセル分割がもたらされることが可能である（例えば、サブセルトポ
ロジに関して）。そのような実施形態において、セルは、垂直ビーム形成から生じた一様
でないサブセルトポロジの例示的な実施形態を示す図８に異なるパターン、異なる濃淡、
および／または異なる色で示されるとおり、異なる範囲で（例えば、塔からの）スモール
サブセルに分割されることが可能である。図８に示されるとおり、これらのビームは、垂
直に設置されたＡＡＳによって異なる仰角に向けられることが可能である。これらのビー
ムの高度差（例えば、塔の高さによる）が、各サブセルに関する範囲差となり得る。さら
に、作成されたそのようなスモール（ｓｍａｌｌｓ）は、同一のビーム幅を所与として、
一様でない可能性があり、そのことに基づいて、サブセルサイズは、塔の高さに基づく異
なる範囲および／または異なる角度を有する一様でないセル分割の例示的な実施形態を示
す図９に示されるとおり、異なる可能性がある。図９に示されるとおり、実施形態におい
て、セル３が、セル２およびセル１と比べて、同一の塔の高さ、およびそれらに関連する
異なる仰角に基づいて、より大きい範囲を有することが可能である。さらに、信号強度（
例えば、異なるビーム、および異なるセルに関連する）が、範囲差（例えば、図９に示さ
れるセル１、２、および３の間の範囲差）から生じる様々なパスロスに基づいて、そのよ
うな実施形態で等しくない可能性がある。
【００７９】
　実施形態によれば、サブセル（例えば、セル１、２、および３の非セル分割に関連する
）に関する１または複数のＡＡＳ制御パラメータが異なるように構成されて、各セル内で
等しいユーザ体験を伴う類似したサイズのカバレッジを実現することが可能である（例え
ば、セル１、２、および３などのセルに関して範囲が同様であることを可能にするように
）。例えば、より小さい仰角のビーム幅が、より小さい値で設定されることが可能であり
、さらにそれに関連するセルの送信電力が、パスロス差を補償するように増強されること
が可能である。同種のマクロセル環境において展開されるものの、垂直セル分割（図８お
よび図９に示され、さらに本明細書で説明される）は、同種でないミクロ挙動をもたらす
ことも可能である。
【００８０】
　一様のセル分割がもたらされることも可能である（例えば、サブセルトポロジに関して
）。一様のセル分割の実施形態において、ビームステアリングが、水平に設定されたＡＡ
Ｓによって方位角で実行され得る場合（例えば、水平ビーム形成によってもたらされる一
様なサブセル分割を示す図１０に示されるとおり）、分割され得るサブセルは、一様であ
ることが可能であり、したがって、等しいビーム幅が、それらのサブセルのすべて、また
はいくつかに関して同様のスパン区域をもたらすことが可能であり、さらに各サブセルが
、同様の範囲特性を有することが可能である。例えば、図１０に示されるとおり、スパン
区域（例えば、異なるパターンで示される）は、それらのサブセルおよび／またはセルに
関して同様であり得る。しかし、サブセル内の範囲のばらつきは、元のマクロセルと同一
の特性を留める、または保つことが可能である。このため、この実施形態において分割さ
れたスモールセルは、サブセル内のユーザ公平性を直接に向上させることはない可能性が
ある。例示的な実施形態において、そのような水平に分割されたサブセル（例えば、図１
０に示される）は、ＡＡＳ（例えば、塔において高くされるべき）を使用しない可能性が
あり、さらに／または必要としない可能性がある。
【００８１】
　高密度のセル分割が、さらにもたらされることが可能である（例えば、サブセルトポロ
ジに関して）。例えば、マクロセルに関する高密度化が、垂直方向と水平方向の両方で傾
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けられたＡＡＳビームを使用することが可能である（例えば、高密度のセル分割をもたら
すように）。両方の方向でアンテナビームをステアリングすることができるように、ＡＡ
Ｓが、平面アレイに構成されることが可能である。図１１は、そのような平面アレイを使
用することが可能な垂直ビーム形成と水平ビーム形成の両方からの高密度のセル分割の例
示的な実施形態を示す。図１１に示されるとおり、マクロセルなどのセルが、４つのサブ
セル（例えば、異なる４つのパターンで示される）に分割されることが可能である。
【００８２】
　さらに、ＵＥ特有のサブセルがもたらされることが可能である（例えば、サブセルトポ
ロジに関して）。ＵＥ特有のサブセルに関する実施形態において、特定のセル分割が全く
実行されない、さらに／または使用されないことが可能である。詳細には、仮想サブセル
が、サービングＵＥに関連することが可能なＡＡＳビームから形成されることが可能であ
る。この仮想セルは、ＵＥが移動し得るにつれ、ビームのステアリングパラメータを動的
に調整することによってＵＥを追跡することが可能である。そのような追跡は、ＵＥがサ
ブセルの中心に位置付けられることを可能にすることができる。ＵＥ特有のサブセルの例
示的な実施形態、およびその仮想セル（例えば、ｖ）の追跡が、図１２に示され得る。
【００８３】
　さらに、セル内の複数のユーザが、同一の周波数リソース内、および同一の時間リソー
ス内で複数のＵＥ特有のビームによってスケジュールされることが可能である（例えば、
彼らが地理的に離隔している可能性がある際、またはそのような場合に）。異なるセット
のＵＥが、それらのセル分割（例えば、ＵＥ特有のセル分割）が柔軟であり、さらに動的
であり得るように、異なるセル構成を有し得る他の時間リソースにおいてサービスを受け
ることがさらに可能である。ＵＥ特有のセル分割に関する動的ビームステアリングをサポ
ートするのに、平面アレイＡＡＳ構成（例えば、図１１に示される）、および細かい粒度
のビームステアリングが使用されることが可能である。
【００８４】
　また、ＡＡＳによるセル高密度化（例えば、ＡＡＳベースのセル高密度化）が、異種の
ネットワーク（例えば、ピコセル、マイクロセルなどのより小さいセルと、マクロセルな
どのより大きいセルをともに有するネットワーク）などのネットワークにおける様々なセ
ル層に適用されることも可能である。詳細には、低電力伝送を用いるＡＡＳデバイスが、
マイクロセルまたはピコセルなどの低電力伝送ノードのためのアプリケーションがもたら
され得るように使用されることが可能である。
【００８５】
　実施形態において、そのようなＡＡＳベースのセル高密度化は、ＡＡＳベースのセル分
割（例えば、ピコセルなどのスモールセルに適用され得る）を使用することが可能である
。例えば、現在のスモールセル展開またはピコセル展開において、送信ポイントを囲むセ
ルカバレッジエリアを作成することが可能な全方向性アンテナが使用され得る。ＡＡＳの
ビームステアリング機構のため、ピコセルなどのスモールセルは、セクタ化された方向を
向く複数のＡＡＳデバイスを構成することによって、より小さいセルにセクタ化され得る
。図１３は、ピコセルなどのセクタ化されたスモールセルの例示的な実施形態を示す。図
１３に示されるとおり、ピコセルが、３つのセクタに分割される（例えば、セクタ化され
る）ことが可能であり、ただし、３つのＡＡＳデバイス（例えば、ＡＡＳ１、２、および
３）が、異なる３つのセクタ方向を範囲に含むように使用され得る。
【００８６】
　セル高密度化は、水平ビーム形成または垂直ビーム形成によって各ＡＡＳに関して複数
の狭ビームを生成することによって実行され得る（例えば、そのような分割の後に）。例
えば、水平に傾いたビームが、異なるビームによってさらに分割された、セクタ化された
ピコセルの例示的な実施形態を示す図１４に示されるとおり、サブセルトポロジを生むこ
とが可能である。
【００８７】
　実施形態において、スモールセルまたはピコセルが、高い高度で展開されない可能性が
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ある。図８および図９で前述したような垂直ビーム形成は、適用可能でない可能性がある
。しかし、都市部の展開に関して、垂直に傾いたビームを使用するセル分割が、高層ビル
のために異なる様態で使用され得る。図１５は、垂直に傾いたビームで分割され得る、垂
直に分割されたスモールセルまたはピコセルの例示的な実施形態を示す。
【００８８】
　例示的な実施形態によれば、ＡＡＳベースのセル分割が、異種のネットワークなどのネ
ットワークにおけるマクロセルとピコセルの両方に同時に適用されることも可能である。
ネットワークにおけるマクロセルとピコセルもしくは他のスモールセルに対するそのよう
な適用は、ＡＡＳによって提供されるビーム傾斜制御の柔軟性のため、様々なスモールセ
ルトポロジを生む、またはもたらすことが可能である。さらに、そのような実施形態にお
いて、マクロセルの伝送ビームが、ピコセルカバレッジエリアに対する放射を最小限に抑
えるように注意深く設計され得る場合、ピコセルが、よく分離されることが可能である。
例えば、周囲のサブセルの傾斜角度およびビーム幅を合同で最適化することによって、マ
クロセルは、スモールセルカバレッジまたはピコセルカバレッジが、その他から分離され
たサブセルとして抜き出され得るように分けられることが可能である。ピコサービングエ
リアを含み得るこのサブセルにサービスを提供するビームは、ピコセルに対するマクロ干
渉を回避するようにオフにされる、または動的に制御されることが可能である。また、ピ
コセルが、マクロセルサービングエリアに対する干渉を低減する、または回避するように
セル分割の際にそのビームを制御することも可能である。
【００８９】
　本明細書で説明されるとおり、そのようなスモールセル実施例またはスモールセル実施
形態（例えば、３ＧＰＰワイヤレスネットワークにおける）は、干渉、バックホールサポ
ート、ネットワーク管理、および／または容量などの技術的課題に直面する可能性がある
。例えば、同一チャネル展開における高密度の隣接セルからの干渉側の数の増加により、
異種のネットワークにおけるＳＩＮＲ分布が、マクロネットワークまたは同種のネットワ
ークにおける分布とは異なることが可能であり、そのため、１または複数のＵＥが干渉条
件に直面する可能性がある。さらに、異なる地理的区域に展開された（例えば、多数で）
スモールセルが、バックホールを介してコアネットワークに効率的に結び付けられる必要
がある可能性があり、さらにスモールセルの相互接続が、例えば、干渉調整または干渉軽
減のために必要とされる可能性がある。セル間の容量が大きく、待ち時間の短い接続が、
協調マルチポイント伝送（ＣｏＭＰ）などの一部の高度な伝送技術のアプリケーションに
関して望ましい可能性があるが、そのような実施例または実施形態に関するバックホール
は、複雑であり得る。さらに、サービスにおけるセルの数が増加し、トポロジがより複雑
になり得るにつれ、ネットワーク設計およびセル計画に関するネットワーク管理が、必要
とされる可能性があり、スモールセル動作が、所与の電力予算の下で大きいネットワーク
容量をもたらすように調整され、さらに／または協働させられる必要がある可能性がある
。
【００９０】
　そのような技術的課題を軽減するのに役立つように、前述したとおり、ビーム特有のパ
ラメータを介して実施された空間的オールモーストブランクサブフレーム（ＳＡＢＳ）を
用いたリソース分割を含むＳＡＢＳが、もたらされることが可能であり、ただし、そのよ
うなＳＡＢＳは、時間領域、周波数領域、および空間領域を組み合わせることが可能であ
る。さらに、調整されたビームパラメータおよび／またはそれらの制御のシグナリング、
ＵＥにおけるサブセル識別のためのビーム特有の基準信号、干渉管理のためのビームブラ
ンキングおよび／またはその調整、ならびに／または空白化されたビームリソースにわた
るＵＥ測定が、本明細書で説明されるとおり提供されることが可能である。
【００９１】
　例えば、ビーム分割されたセル（例えば、本明細書で説明されるとおり、垂直ビーム形
成および／または水平ビーム形成を介して）に関するセル特有の基準信号がもたらされる
ことが可能である。セルが、アンテナシステムの様々な放射関連のパラメータに基づいて
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分割されることが可能であり、そのようなパラメータは、以下、すなわち、仰角（例えば
、垂直ビーム形成によって制御されることが可能であり、さらにビームを垂直にステアリ
ングすることが可能であるパラメータ）、方位角（例えば、水平ビーム形成によって制御
されることが可能であり、さらにビームを水平にステアリングすることが可能であるベア
リングパラメータ）、ビーム幅（例えば、ビームが放出される、または受け取られる角度
の範囲に関連するパラメータであり、ただし、そのようなパラメータは、サブセルのカバ
レッジエリアを定義することが可能である）、偏波（例えば、放射される波の電界の方向
に関連するパラメータ）などのうちの１または複数を含み得る。
【００９２】
　分割されたセルにおけるサブセルは、例えば、ＰＣＩ（物理セルＩＤ）、基準信号、前
述のパラメータなどを含む同一のセットの伝送パラメータに基づいて動作することが可能
である。そのような実施形態において、異なるサブセルの間の区別は、放射されたビーム
（例えば、放射されたビームの正確な特性）に基づくことが可能である。例えば、各サブ
セルが、セルＩＤに基づく伝送パラメータの独自のサブセットを使用することが可能であ
る。
【００９３】
　さらに、伝送、測定、干渉などを調整するのに使用され得るセル特有の基準信号が、ア
ンテナポート０乃至３などの１または複数のアンテナポートを通って伝送されることが可
能である。実施形態において、使用され得る基準信号シーケンス
【００９４】
【数１】

【００９５】
が
【００９６】
【数２】

【００９７】
によって定義されることが可能であり、ただし、ｎｓは、無線フレーム内のスロット番号
であることが可能であり、さらにｌは、スロット内のＯＦＤＭシンボル番号であることが
可能である。疑似ランダムシーケンスｃ（ｉ）が、出力シーケンスｃ（ｎ）内で長さ３１
ゴールドシーケンス（例えば、ｉが、ｎと同値であること、またはｎに関するサブステー
ション（ｓｕｂｓｔａｔｉｏｎ）であることが可能である）、および長さＭＰＮによって
定義されることが可能であり、ただし、ｎ＝０，１，．．．ＭＰＮ－１であるとともに、
ｃ（ｎ）＝（ｘ１（ｎ＋Ｎｃ）＋ｘ２（ｎ＋Ｎｃ））ｍｏｄ２
ｘ１（ｎ＋３ｌ）＝（ｘ１（ｎ＋３）＋ｘ１（ｎ））ｍｏｄ２
ｘ２（ｎ＋３ｌ）＝（ｘ２（ｎ＋３）＋ｘ２（ｎ＋２）＋ｘ２（ｎ＋１）＋ｘ２（ｎ））
ｍｏｄ２
である。
そのような例において、ＮＣ＝１６００および最初のｍシーケンスが、ｘ１（０）＝１、
ｘ１（ｎ）＝０、ｎ＝１，２，．．．，３０で初期設定されることが可能である。２番目
のｍシーケンスの初期設定は、ｃｉｎｉｔで表され得る。例えば、そのようなシーケンス
を生成するのに、疑似ランダムシーケンスジェネレータが、
【００９８】
【数３】
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【００９９】
または
【０１００】
【数４】

【０１０１】
で、各ＯＦＤＭシンボルの始めに初期設定されることが可能であり、ただし、
【０１０２】

【数５】

【０１０３】
であり、Ｎｂｅａｍは、アンテナシステムによってもたらされる、放射されるビームの数
であり得る。セル特有の周波数シフトは、分割されていないセルの周波数シフトと同一の
ままであることが可能であり、さらに実施形態において、
【０１０４】

【数６】

【０１０５】
または
【０１０６】
【数７】

【０１０７】
によって定義される、または算出されることが可能である。
【０１０８】
　さらに、ビーム特有の基準信号がもたらされることが可能である。ビーム特有の基準信
号は、サブセル識別およびサブセル選択を支援するのに使用され得る。例えば、ＵＥが、
各ビームの信号強度（例えば、ＲＳＲＰ）を比較して、サブセル（例えば、最良のサブセ
ル、または比較されるサブセルのうちの最高の強度を有するサブセルを特定することが可
能である。セル識別の目的で、ビームごとの基準信号が使用されることが可能であり、さ
らにそのような基準信号は、関与する周波数帯域、またはそれの少なくとも一部にわたる
ことが可能である。
【０１０９】
　ＡＡＳ分割されたスモール（例えば、ピコ）セルに関する干渉制御が、本明細書で説明
されるとおり、もたらされることが可能である。例えば、ＵＥが、異なるビームによって
分割され得るサブセルの境界近くに位置している可能性がある場合、「ビーム縁端」ユー
ザが生じることが可能であり、ただし、そのようなユーザは、ビーム漏出、またはビーム
のサイドローブによって生じる可能性があるより弱い信号、および干渉に悩まされる可能
性がある。
【０１１０】
　或る実施形態において、干渉制御は、調整されたセル分割によってもたらされることが
可能である。そのような調整されたセル分割は、ビーム間干渉を軽減する、または制御す
ることが可能である。本明細書で説明されるとおり、セル分割を制御することが可能なＡ
ＡＳのパラメータは、以下、すなわち、傾斜角度（例えば、仰角および方位角）、ビーム
幅、無効化方向、ビーム送信（ＴＸ）電力などのうちの１または複数を含み得る。ＵＥチ
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ャネル条件およびネットワークスケジューリング決定に依存して、これらのパラメータは
、例えば、ビーム間干渉を最小限に抑えるように、ＵＥスループットを増加させるように
など、複数のサブセルにわたって調整された様態で動的に調整され得る。
【０１１１】
　例示的な実施形態によれば、調整されたセル分割は、個々に、または任意の組み合わせ
で適用され得る１または複数のサブカテゴリを含み得る。例えば、調整されたセル分割は
、調整された傾斜制御を含み得る。調整された傾斜制御において、複数のサブセルに関連
するビームのステアリング角度は、信号強度を増加させるとともに、ビーム縁端ユーザに
対する干渉を低減するように調整された様態で（上方に、下方に、特定の角度でなど）動
的に調整されることが可能である。このため（例えば、調整された様態のそのような動的
調整を使用して）、セル分割が、複数のビームに関して１つの送信ポイントを使用して実
行されて、サブセル（例えば、図１６に示される）が、トラフィック負荷または他の基準
に応じてサイズ変更され得るようにすることが可能である。図１６は、調整された傾斜制
御の例示的な実施形態を示す。図１６に示されるとおり、サブセル（例えば、サブセル１
および２）のビームの仰角は、ビーム縁端ＵＥ（例えば、図示されるＵＥ１およびＵＥ２
）に関連するサービスを向上させるように外向きに（例えば、矢印の方向で）調整される
ことが可能である。
【０１１２】
　調整されたセル分割は、調整されたビーム幅制御をさらに含み得る。調整されたビーム
幅制御において、各ビームは、それ独自のビーム幅を有して、例えば、関連するサブセル
のカバレッジエリアを制御することが可能である。ビーム幅は、例えば、異なる放射ビー
ム幅をそれぞれが有し得る（例えば、信号を向上させ、さらに／または干渉を軽減するよ
うに）能動アンテナサブシステムまたは受動アンテナサブシステムのバンクによって動的
に、さらに協調的に調整されることが可能である。図１７は、調整されたビーム幅制御の
例示的な実施形態を示す。図１７に示されるとおり、２つのＵＥ（例えば、ＵＥ１および
ＵＥ２）が、サブセル（例えば、サブセル１）内で一緒にスケジュールされることが可能
であり、さらに１つのＵＥ（例えば、ＵＥ３）が、別のサブセル（例えば、サブセル２）
内でスケジュールされることが可能である。各サブセルに関するビーム幅は、図１７に示
されるとおり調整されて（例えば、外向きに）、サブセル（例えば、サブセル１）におけ
るビーム縁端におけるＵＥ（例えば、ＵＥ２）が、調整の後、サブセルのビーム縁端に位
置しないようにすることが可能である。調整された帯域幅制御は、セルデータオフロード
のために使用されることも可能である。例えば、狭ビームが、さらなるユーザを有する地
理的区域内で適用されて、より小さいサブセルが、例えば、セル分割利得を活用するよう
に形成されることが可能である。まばらなユーザを有する他の区域に、より大きい区域を
範囲に含むより大きいビーム幅が関連付けられることが可能である。ユーザ分布が１日の
間に変化すると、セルトポロジが、ユーザニーズおよび／またはユーザ要求に適合させら
れることが可能である。
【０１１３】
　調整されたセル分割は、調整された無効化位置付けをさらに含み得る。調整された無効
化位置付けにおいて、ビームにおける無効化位置（例えば、図１８に示されるとおり、ゼ
ロの伝送を生じることが可能な角度であり得る）が、ＡＡＳの各アンテナ要素の位相およ
び振幅を制御することによって調整可能にされ得る。隣接セルにおけるビーム縁端ＵＥが
スケジュールされる可能性がある場合、無効化位置が、そのＵＥの方向に、またはそのＵ
Ｅにサービスを提供するサブセルの傾斜方向に向けて協調的に位置付けられて、それらの
無効化変更から干渉レベルが低減され得るようにすることが可能である。図１８は、調整
された無効化位置付けの例示的な実施形態を示す。図１８に示されるとおり、サブセル１
に関して送信された信号が、図示される放射パターンの無効角度に位置している可能性が
あるＵＥ１（例えば、サブセル２内の）に対して干渉をもたらさない可能性がある。さら
に、図１８に示されるとおり、無効化位置は、隣接するＵＥ（例えば、ＵＥ１）に向けて
、または中にそのＵＥを有するサブセルに向けて移動されることが可能である。
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【０１１４】
　別の例示的な実施形態において、調整されたセル分割は、調整された電力制御を含み得
る。調整された電力制御において、各サブセルの電力は、動的に、さらに協調的に制御さ
れ得る（例えば、各ビームのカバレッジを調整するように電力が増加されること、および
／または低減されることが可能である）。例えば、送信電力は、所与のサブセルにおける
トラフィック負荷の予期、サブセル（例えば、ＵＥが関連付けられているのとは異なるサ
ブセル）における干渉のレベルなどの様々な基準に基づいて、サブセルに関して決定され
得る。サブセルに関する送信電力を決定する際、サブセルは、自らのサービングＵＥのパ
フォーマンスを最大化することが可能な電力、隣接サブセル内のＵＥに対する干渉を最小
限に抑えることが可能な電力などを選択する、または決定することが可能である。例示的
な実施形態において、そのような情報（例えば、パフォーマンスを最大化することが可能
な電力、または干渉を最小限に抑えることが可能な電力）が、対応するサブセルｅＮＢに
対する信号インタレスト（ｓｉｇｎａｌ　ｉｎｔｅｒｅｓｔ）および信号干渉（例えば、
異なるサブセルにおけるＵＥによる）のレベルを測定すること、および／または報告する
ことによって決定され得る。測定は、ＣＲＳ、またはＣＳＩ－ＲＳなどの他の基準信号に
基づくことが可能である。
【０１１５】
　実施形態において、シグナリングが、そのような調整されたセル分割に関して本明細書
で説明されるとおり使用されることが可能である。例えば、複数のセル層が重なり合う可
能性がある場合に異種のネットワークにおける調整されたセル分割を円滑にするのに、本
明細書の実施形態において説明されるビームパラメータのセットが、マクロセル、および
スモールセルもしくはピコセルの間で交換されることが可能である一方で、同種の展開に
おいて、各基地局が、そのビームパラメータを自律的に構成することが可能である。その
ような情報（例えば、ビームパラメータ）が、隣接するマクロセルおよび／またはスモー
ルセルもしくはピコセルの間で通信されて、干渉管理（例えば、セル縁端ユーザに関する
）を向上させることが可能である。実施形態において、そのような情報交換は、Ｘ２イン
ターフェースを使用して行われることが可能であり、Ｘ２インターフェース上で、１つの
基地局によって半静的に構成されたビームパラメータが、それに隣接する基地局に示され
得る。
【０１１６】
　例えば、ビームパラメータ（例えば、傾斜角度、ビーム幅、無効化方向、ビーム送信電
力など）のそれぞれに関して、ビットマップが、本明細書で説明されるとおり定義される
ことが可能であり（例えば、そのようなパラメータは、ビットマップの中のビットとして
与えられ得る）、さらにｅＮＢの間で、Ｘ２インターフェースを介してセルまたはサブセ
ルをもたらしていることが可能である。実施形態において、傾斜角度に関して、指標（例
えば、ビットマップの、またはビットマップの中に含められた）の各ビットが、調整され
た分割のために使用され得る何らかの最小限の値と最大限の値を有する間隔にわたって定
義され得る傾斜角度の範囲に対応することが可能である。さらに、ビーム幅指標に関連す
るビットマップの中のビットは、調整された分割のために使用され得るアンテナ放射パタ
ーン上のポイント（例えば、２つのポイント）間の事前定義された角度分離のセットに対
応することが可能である。ビーム送信電力の場合、ｅＮＢが近い将来に使用することを意
図する最大ビーム送信電力を隣接セルに示すビットマップが定義されることが可能である
。隣接セルは、この情報を利用して、それらがサービスを提供するＵＥに対する干渉の影
響を制限することができる（例えば、分割を調整する際に）。さらに、それらのパラメー
タのそれぞれが、時間（例えば、サブフレームのセット）をかけて、または周波数の点で
（例えば、１または複数のリソースブロック）構成されることが可能である。そのような
機能をサポートするのに、この構成が有効であり得るサブフレームまたはリソースブロッ
ク（ＲＢ）のセットに対応するビットマップ（例えば、特別なビットマップ）が、Ｘ２イ
ンターフェースを介してシグナリングされることが可能である。同様のインターフェース
メッセージが、ＲＲＣプロトコルで与えられて、例えば、サブセル展開についてＵＥがよ
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りよく知るようにすることが可能である。ビーム構成情報は、分けられ、さらに調整され
得るセルおよび／またはサブセルのうちの１または複数においてＵＥ受信（例えば、干渉
を認識する高性能の受信機を介する）を支援するのに使用されることが可能である。
【０１１７】
　実施形態において、本明細書で説明されるネットワークにおける干渉は、リソース分割
によってさらに制御されることが可能である。例えば、リソース分割は、ビームブランキ
ングを介してもたらされ、さらに／または実行されることが可能である。ビームブランキ
ングの際、ネットワークリソースが、同一チャネルで展開されるサブセルの間で分割され
て、例えば、干渉を制御する、または軽減することが可能である。サブセルのうちの１ま
たは複数が、例えば、ビーム縁端で、これらのサービスを受けるＵＥに関して互いに干渉
を生じさせ得る場合、スケジューリングリソースが、これらのサブセルの間で時間的に共
有されることが可能である。さらに、ビームのうちのいくつか（例えば、１または複数）
が、或る時間、意図的に「空白化」されて、その他のサブセルによるサービスを受けるＵ
Ｅに対する干渉を低減することが可能である。
【０１１８】
　ビームを「空白化」する（例えば、「空白」動作をもたらす）のに、以下のうちの１ま
たは複数が実行され得る。例えば、一実施形態において、サブセルの伝送全体、またはＡ
ＡＳビームが、空白期間中、停止されることが可能である。
【０１１９】
　さらに、空白期間中、特定のサブセルにサービスを提供するデータチャネルが、ビーム
において全くスケジュールされないことが可能である。しかし、ネットワーク動作をサポ
ートするのに、制御チャネルのうちのいくつかが、空白期間中に送信されることを許され
てもよい。例えば、ＵＥ測定およびＵＥ同期のために設計された、いくつかの制御チャネ
ルの送信が、許されてもよい。そのような制御下のビームは、「オールモーストブランク
ビーム（ＡＢＢ）」と呼ばれ得る。
【０１２０】
　さらなる例示的な実施形態において、ブランク期間中、データチャネルは、ビームにお
いてより低い電力で送信されてもよい。同一のビームにおける制御された他のチャネルが
、最大電力で送信されることが可能である。そのような構成下のビームは、ゼロでない電
力のＡＢＢとさらに呼ばれ得る。このため、実施形態において、制御チャネル、またはそ
れらのサブセットが、低減された電力で送信されることが可能である。
【０１２１】
　ビームブランキングの際、周波数リソースが、サブセルおよび／またはビームの間で共
有されることも可能である。例えば、ビームブランキング（例えば、ビームブランキング
動作またはビームブランキング方法における）が、１つのセットのサブセルに関して周波
数帯域の一部分を使用し、さらに別のセットのサブセルに関して周波数帯域の別の部分を
使用することが可能である。周波数リソース分割は、例えば、ＬＴＥベースのワイヤレス
ネットワークなどのワイヤレスネットワークのために、副搬送波、リソースブロック、ま
たはコンポーネントキャリア（ＣＡ）の点で指定され得る。また、ビームブランキングは
、時間的にサブフレームのセットにわたって適用されることも可能である（例えば、時間
的にサブフレームのセットにわたって適用されることに制限されることが可能である）。
【０１２２】
　例示的な実施形態によれば、ビームブランキングは、例えば、ＡＡＳからのビーム（例
えば、１つのビーム）が、それに関連するセル全体にサービスを提供するのに使用され得
る場合に、適用されることが可能である。例えば、ＵＥ位置および無線チャネル条件に依
存して、ＡＡＳが、サービスを受けるＵＥの空間的特性を探ることが可能であり、さらに
このビームを、例えば、向上した送信、または最適な送信のために、その傾斜角度を制御
することによって様々な方向にステアリングすることが可能である。そのような実施形態
において、干渉は、空白期間中に特定の空間的方向でＡＡＳビームが送信されることを許
さないことによって、制御される、または低減されることが可能である。これを行うこと
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によって、この方向の近くの別のセルによるサービスを受けるセル縁端ＵＥが、干渉から
保護され得る。サブフレームに関連した、ＡＡＳ伝送のそのような構成に関する空白期間
は、リソース分割が、ＡＡＳの使用から空間的に実現され得る「空間的オールモーストブ
ランクサブフレーム」（ＳＡＢＳ）であり得る。例示的な実施形態によれば、ＳＡＢＳは
、方位角または仰角などのＡＡＳパラメータのセットによって指定され得る。
【０１２３】
　図１９は、ＳＡＢＳの例示的な実施形態を示す。図１９に示されるとおり、ＳＡＢＡＳ
が、マクロセルおよびピコセルを有する異種のネットワーク（例えば、ヘットネット１９
００）において適用されることが可能である。そのような実施形態において、ピコセルに
よるサービスを受ける可能性があるセル縁端ＵＥ（例えば、１９０２）が、ＳＡＢＳによ
って保護されることが可能であり、ＳＡＢＳにわたって、マクロセルは、ＵＥに向かう方
向で送信することを許されない（例えば、１９０４を介して）ことが可能である。
【０１２４】
　また、ＳＡＢＳは、マルチビームの同種システムにおいて使用されることも可能である
。図２０は、例えば、垂直ビーム形成を使用する、マルチビームの同種システムにおける
ＳＡＢＳの例示的な実施形態を示し、ただし、他の形態のマルチビームシステムがもたら
されてもよい。そのような実施形態（例えば、システム構成）において、各ビーム（例え
ば、ビーム１、２、および３）が、異なるＡＢＳパターン（例えば、図示されるＡＢＳ１
、２、および３）に設定されることが可能である。各ビームに割り当てられたＡＢＳパタ
ーンは、互いのサブセットであり得る。チャネルに関する制御情報およびブロードキャス
ト情報が、利用可能な各ビームによって送信されることも可能である一方で、データチャ
ネル伝送は、所与のビームに関して定義されたＡＢＳパターンに従うことが可能である。
さらに、各ビームに関するＡＢＳパターンは、そのビームによる範囲に含まれる各区域の
オフロード能力に基づいて独立に定義されることが可能である。
【０１２５】
　また、ＵＥ測定が、ビームブランキングのためにもたらされ、さらに／または使用され
ることも可能である。例えば、通信システム（例えば、ＬＴＥシステム）において、ＵＥ
によって実行され得る測定のうちのいくつかが、ビームブランキングの導入によって影響
を受ける可能性がある。このため、以下のうちの１または複数が実行されて、ビームブラ
ンキングと一緒にＵＥ測定をもたらすことが可能である。
【０１２６】
　例えば、ＵＥが、ビームブランキングを伴って構成されたリソース上で無線リンク監視
（ＲＬＭ）測定を実行することに限定されることが可能である。例えば、ＵＥが、空間的
オールモーストブランクサブフレーム（ＳＡＢＳ）で構成されている可能性がある場合、
ＵＥは、ダウンリンク無線リンク品質監視動作またはダウンリンク無線リンク品質監視測
定をＳＡＢＳ、またはそのサブセットに限定することが可能である。さらに、実施形態に
おいて、ＵＥは、より上位の層のシグナリング（例えば、ＳＡＢＳ）を介してＵＥに示さ
れたサブフレームの限られたセットの上で基準信号受信品質（ＲＳＲＱ）測定（例えば、
無線リソース管理（ＲＲＭ）手順の一環であり得る）を実行することに限定されることが
可能である。そのようなＲＳＲＱ測定制限により、アイドル動作モード中のＵＥによる不
要な周波数内セル再選択が回避され得る。ＵＥは、空間的オールモーストブランクサブフ
レームのサブセットなどの制限されたリソース上でチャネル状態情報（ＣＳＩ）測定を実
行することに制限されることが可能である。例えば、ＵＥは、複数のチャネル品質指示（
ＣＱＩ）報告をもたらすように構成されることが可能であり、ただし、各ＣＱＩ報告は、
異なるビームブランキング構成および／またはビームブランキングパターンに対応するこ
とが可能である。ビームブランキングに関するそのような測定の際、ＵＥは、それらの測
定に関して同一のＳＡＢＳパターンを使用してもよく、または、例えば、ＵＥが経験して
いる可能性がある干渉の量、および／またはネットワーク負荷に依存して、異なるＳＡＢ
Ｓパターンに基づいて様々な測定を実行してもよい。
【０１２７】
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　また、ビームブランキング調整が、本明細書で説明されるとおりもたらされ、さらに／
または使用されることも可能である。例えば、異種のネットワークまたは同種のネットワ
ークのいずれかにおいて、ビームブランキング（例えば、ビームブランキング動作または
ビームブランキング方法）が、複数の送信ポイントの複数のビームの間で緊密な協調を必
要とする可能性がある（例えば、干渉軽減を助けるのに）。例えば、調整のためのいつ、
どのようなタイプの空白が生じるべきかのタイミングインスタンスを指定するビームブラ
ンキングパターン、またはブランキングパターンのセットが定義されることが可能である
。例えば、以上のことに基づいて、ビームブランキングパターンは、以下のパラメータ、
すなわち、ビーム空白がいつ生じるかを示す指示またはパラメータ（例えば、いずれのサ
ブフレームが空白化され得るかを示し得るビットパターン、ビームブランキングが出現す
るごとの、空白化されたビームの傾斜角度を示す指示またはパラメータ（例えば、ＡＡＳ
が２Ｄビーム形成を実行することに制限され得る場合、方位角または仰角などの１つの傾
斜角度が指定され得る）、ビームブランキングの出現ごとの（例えば、さらにそれがゼロ
でない電力の動作であり得る場合の）、空白化されたビームの送信電力の指示、ビームブ
ランキングの出現ごとの（例えば、さらにそれがゼロでない電力の動作であり得る場合の
）、空白化されたビームのビーム幅が示され得る指示などを備えることが可能である。
【０１２８】
　実施形態によれば、ビームブランキングは、ビームブランキングパターンが各周期に関
して再使用され得るように、或る長さのビームブランキングパターンに関して周期的に動
作させられてもよい。さらに、ビームブランキングパターンは、ＵＥが経験している可能
性がある干渉の量、および／またはネットワーク負荷などの基準または或る条件がトリガ
され得る際に、不規則に適用されてもよい。各送信ポイントに関するビームブランキング
パターンは、一般に異なっていて、協働する送信ポイントの間でそれらのパターンが交換
され得る（例えば、交換される必要があり得る）ことも可能である。受信ポイントが、例
えば、測定（例えば、正しい測定）のためにブランキングパターンについて通知を受ける
ことも可能である。
【０１２９】
　また、ビームブランキングの調整は、静的に、または半静的に実行されることも可能で
ある。この調整が静的に実行され得る場合、ビームブランキングパターンは、初期セル計
画時に基地局の間であらかじめ設定されることが可能であり、さらにＵＥが、初期ＲＲＣ
構成を介して通知を受けることが可能である。半静的調整が使用され得る場合、ビームブ
ランキングパターンは、時とともに変化し得る。このため、シグナリング手順が、複数の
パラメータのビームブランキングパターンを伝送することが可能なネットワークインター
フェースを介して使用され、さらに／またはもたらされることが可能である。そのような
実施形態において、ブランキング動作の変化は、半静的調整において緩慢であり得る。こ
のため、そのインターフェースからそのメッセージを配信することに関する待ち時間要件
は、厳格でなくてもよく、Ｘ２インターフェースが、ビームブランキングパターンを含み
得るメッセージを配信するのに使用されることが可能である。調整がフレームごとに行わ
れ得る動的ビームブランキングの場合、周期的ビームブランキングパターンは、使用され
ない可能性がある。そのような実施形態において、特定のサブフレームを空白化する動的
命令は、光ファイバベースのリンク、またはＬ１インターフェース上の直接無線リンク（
ｄｉｒｅｃｔ　ｌｉｎｋ　ｏｖｅｒ　ｔｈｅ　ａｉｒ）などの待ち時間の短い高速インタ
ーフェースを介して発行され得る。
【０１３０】
　ＵＥまたはＷＴＲＵという用語が本明細書で使用され得るものの、そのような用語の使
用は、互いに区別なく使用されることが可能であり、このため、区別できない可能性があ
る。
【０１３１】
　特徴および要素が、特定の組み合わせで前段において説明されるものの、各特徴または
各要素は、単独で使用されることも、その他の特徴および要素と任意の組み合わせで使用
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されることも可能であることが当業者には認識されよう。さらに、本明細書で説明される
方法は、コンピュータまたはプロセッサによって実行されるようにコンピュータ可読媒体
に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフトウェア、またはファームウェアとして実
装されることが可能である。コンピュータ可読媒体の例には、電子信号（有線接続または
ワイヤレス接続を介して伝送される）、およびコンピュータ可読記憶媒体が含まれる。コ
ンピュータ可読記憶媒体の例には、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメ
モリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内部ハードディ
スクおよびリムーバブルディスクなどの磁気媒体、光磁気媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭデ
ィスク、およびデジタルバーサタイルディスク（ＤＶＤ）などの光媒体が含まれるが、以
上には限定されない。ソフトウェアに関連するプロセッサが、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末装置
、基地局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータにおいて使用するための無線周波数
トランシーバを実装するのに使用され得る。
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